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１．適用
本仕様書はポータブルプリンタ “ＤＴ－８１０ＰＲ” のソフトウエア仕様に適用します。

２．概要
外部機器インターフェースは、ホストとなるＨ／Ｔ(ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙ)とプリンタをＩｒＤＡイ
ンターフェースまたはＲＳ－２３２Ｃインターフェースにて接続し、フォーム登録業務、ラ
ベル発行業務等を行います。

本仕様書では、外部機器インターフェースの使用方法および再発行キーの使用方法について
述べます。

３．概略仕様
本プリンタは、初期設定としてＨ／Ｔよりラベルのフォーマット情報や外字データおよびグ
ラフィックデータなどをあらかじめフラッシュＲＯＭに登録します。その後、送られてくる
印字データと登録されているフラッシュＲＯＭ内のフォーマットや外字データなどをリン
クさせて描画し発行します。
また、レシート発行モードにおいては、Ｈ／Ｔより送られてくるデータやコマンドに従い、
描画／発行を行います。

(１) 概略寸法
128(W)×44(D)×103(H) mm (ベルトホルダー部、カバーオープンレバー部等を除く)

(２) 重量
約460g (バッテリーを含む、用紙を除く)

(３) 印字方式
熱直接発色方式

(４) ヘッド仕様
８ドット／ｍｍ（２０３ｄｐｉ）
有効印字幅 : ４８ｍｍ

(５) 印字速度
最大５０.８ｍｍ／秒(カシオ指定のバッテリおよびカシオ推奨紙使用時で２５゜Ｃ時)

(６) 文字種類
標準文字／バー下文字 ･････ １２×２４ドット（英・数・カナ）
ボルド文字　･･････････････ ４８×９６ドット（０～９、－、スペース）
漢字      ･･･････････････ ２４×２４ドット（ＪＩＳ第１、第２標準）
価格文字１ ･･･････････････ １６×４０ドット（０～９、ｽﾍﾟｰｽ、，、．、－、￥、＄、円）
価格文字２ ･･･････････････ ３２×４８ドット（０～９、ｽﾍﾟｰｽ、，、．、－、￥、＄、円）
外字      ･･･････････････ ２４×２４ドット

(７) バーコード種類
ＮＷ７
ＪＡＮ８
ＪＡＮ１３
ＣＯＤＥ３９
インターリーブド２of５
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(８) フォーマット
最大２０種類までストア可能

(９) グラフィック
１個ストア可能（４８×２０ｍｍまで）

(10) 外字
最大５０種類までストア可能（２４×２４ドット固定）

(11) インターフェース
ＩｒＤＡ Ｉ／Ｆ
ＲＳ－２３２ＣＩ／Ｆ

(12) 電源形態（リチウムイオン）
バッテリ方式 　: ７．２Ｖ　１３５０ｍＡｈ（公称容量）
充電方式       : バッテリ単体（バッテリチャージャー使用）

(13) バッテリ容量
約３００枚（５２(W)×４０(H)ｍｍラベル）／１充電 （２５゜Ｃ、８Ｈ使用）
（注）ただし、印字内容により異なる場合があります。

(14) スイッチ
電源スイッチ（スライド方式）
再発行用ボタンスイッチ

(15) センサー
カバーオープンセンサー
用紙位置検知用センサー
台紙検知用センサー

(16) ＬＥＤ
赤色ＬＥＤ １個
電源投入時・・・・・・・・・・・・・・・約１秒間点灯
エラー表示・・・・・・・・・・・・・・・点滅（短い周期(0.1秒ON､ 0.1秒OFF)）
ローバッテリー（印字不能）表示・・・・・点灯

(17) 発行モード
剥離発行
連続発行

(18) 用紙（カシオ推奨紙を使用のこと）
ラベル幅・・・・・・・・・・・・・31～52mm
ラベル間ギャップ（黒マーク）・・・3～7mm
台紙幅・・・・・・・・・・・・・・34～55mm（3mm単位）
ラベル長・・・・・・・・・・・・・7～160mm（剥離発行の場合は10～60mm）
レシート紙幅・・・・・・・・・・・34～55mm（3mm単位）
用紙交換方法・・・・・・・・・・・用紙投げ込み方式

(19) カット
ティアバーによるマニュアルカット
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(20) ヘッド断線チェック機能
電源投入時とカバークローズ時、断線チェックを行う。断線ドットがあった場合、
ヘッド断線エラーとなります。

(21) ステータス送信
プリンタは下記のいずれかの条件によりステータスを送信します。
・ステータス要求があった場合
・ コマンド処理終了時（エラー終了を含む）（ＲＳ－２３２Ｃのみ）
・ ステータス自動送信有りに指定されているときの発行終了時（ＲＳ－２３２Ｃのみ）
・ プリンターがエラー状態にあるときにＩｒＤＡ Ｉ／Ｆによりコマンドを受信した場合

(22) 自動頭出し機能
ラベル交換時カバーを閉めるとラベルをフィードし、自動的に頭出しを行います。ただし、
レシート発行モードで動作している場合、およびセンサー指定無しで動作している場合は頭
出しフィードは行いません。

(23) ステータス印字
再発行用スイッチを押しながら電源をＯＮすると、プリンタの状態を印字します。
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４．インターフェース
   4.1　ＩｒＤＡインターフェース

ＩｒＤＡ規格の内、物理層であるＩｒＤＡ－ＳＩＲのみを利用し、データリンク層は独自の
簡易プロトコルを規定します。

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ層

IrLMP B-210ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

IrLAP

IrDA-SIR IrDA-SIR

IrDA V1.0規格      B-210
    部は必須

（１）物理層仕様
項目 仕様
通信方式 ＩｒＤＡ－ＳＩＲ Ｖ１.０準拠物理層
転送速度 １９２００ｂｐｓ
通信距離 ０.３ｍ 以内
放射光のピーク波長 ８５０～９００ｎｍ
通信可能角度 ±１５°以内
周囲照度 １０００ｌｘ以下（蛍光灯および白熱灯）
放射強度 MIN  ３６ｍＷ／Ｓｒ（θｈ、θｖ≦±15°）

最小受光感度 MIN  ７μＷ／ｃ㎡  （θｈ、θｖ≦±15°）

（２）伝送制御方式
   　項　　　目            仕　　　　様
   通信方式 　調歩同期方式
   通信方向 　送受信(半２重)
   伝送速度 　１９２００ｂｐｓ
   スタートビット 　１ビット
   ストップビット 　１ビット
   データ長 　８ビット
   パリティ 　なし

   誤り検出
  ＣＲＣ（１６ビット）

　生成多項式は Ｘ１６＋Ｘ１２＋Ｘ５＋１
  オーバーランエラー
  フレーミングエラー
  ＪＩＳ８コード

   データコード 　パックドＢＣＤコード
  シフトＪＩＳ漢字コード
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(３) 入出力信号
・ＲＤ(Ｈ／Ｔ→プリンタ)
Ｈ／Ｔからプリンタが受けるデータ信号。
ロジック"１"は"Low"、"０"は"High"。
送信されていない時はLow状態となります。

・ＳＤ(プリンタ→Ｈ／Ｔ)
プリンタからＨ／Ｔに送るデータ信号。
ロジック"１"は"Low"、"０"は"High"。
送信されていない時はLow状態となります。

 
 (４) 伝送制御  

Ｈ／Ｔはプリンタ→Ｈ／Ｔのプリンタレディを意味するＮＡＫ(15H)／ＡＣＫ(06H)、ス
テータスパケット、Ｈ／Ｔ→プリンタのリンク要求ＰＡＤ(FFH)、コマンドパケット、Ｅ
ＯＴ(04H)により伝送制御を行います。

                                                                                      
　　　　　①リンク要求（Ｈ／Ｔ→プリンタ）                                       

Ｈ／Ｔはプリンタとリンクをするためにリンク要求ＰＡＤ(FFH)を送信しなければなり
ません。リンク要求ＰＡＤはプリンタがリンクを確保してプリンタレディとするまで断
続的に送信するものとします。

②プリンタレディ（プリンタ→Ｈ／Ｔ）                                       
プリンタはＨ／Ｔからのリンク要求ＰＡＤを検出しコマンドパケット受信レディにな
った時、４０msec以内にＮＡＫを送信します。また、ＣＲＣ等のエラーが発生した場合、
ＮＡＫを送信します。

NAK
15H

プリンタはコマンドパケットを正常受信し次データ受信レディになった時、またはフラ
ッシュＲＯＭへの登録終了時、発行終了時（データ発行コマンドで発行終了のＡＣＫ送
信有りに設定されているとき）に､ＡＣＫを送信します。

ACK
06H

③リンク終結（Ｈ／Ｔ→プリンタ）
Ｈ／Ｔは送るパケットがなくなったらＥＯＴを送信してリンクを終結します。

EOT
04H
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④ステータスパケット（プリンタ→Ｈ／Ｔ）
プリンタはＨ／Ｔからのコマンドに対し、エラー状態にあった場合、あるいはステータ
ス送信の要求があった場合にステータスを送信します。

送信するデータ 
STX ﾌﾟﾘﾝﾀID  各ﾌｫｰﾑのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号 ﾌﾟﾘﾝﾀ状態 ﾊﾞｯﾃﾘ状態   CRC
02H xxH xxH V01 V02 ･････････ V20    xxH    xxH xxH xxH

ＣＲＣ計算対象範囲

プリンタＩＤ･････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸデータ(High･Lowの順)

各フォームのバージョン番号（００Ｈ～０９Ｈ）
V01････････フォーム番号０１のバージョン（１バイトのＨＥＸデータ）
V02････････フォーム番号０２のバージョン（１バイトのＨＥＸデータ）

                                                ：
                                                ：

V20････････フォーム番号２０のバージョン（１バイトのＨＥＸデータ）

プリンタ状態･････プリンタの状態を1ﾊﾞｲﾄのデータで示します
００Ｈ : 通常状態(ｱｲﾄﾞﾙ中)  
０１Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ状態 
０２Ｈ : ｺﾏﾝﾄﾞのｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ
０３Ｈ : ﾌｨｰﾄﾞｼﾞｬﾑ
０４Ｈ : ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ
０５Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ
０６Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ断線ｴﾗｰ
０７Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ異常高温
０８Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMへの書き込みｴﾗｰ
０９Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMの消去ｴﾗｰ
０ＡＨ : ﾛｰﾊﾞｯﾃﾘｰ(印字不能状態)
０ＢＨ : ﾌﾟﾘﾝﾀ動作中
０ＤＨ : 正常終了＋ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ

バッテリ状態･････バッテリの充電状態を５段階で示します
０１Ｈ : 7.2V以下　（印字不能）　　　　　　　　　　　　　
０２Ｈ : 7.3V～7.4V（印字可能残枚数が約　　１～　２０枚）
０３Ｈ : 7.5V～7.7V（印字可能残枚数が約　２０～１００枚）
０４Ｈ : 7.8V～7.9V（印字可能残枚数が約１００～２００枚）
０５Ｈ : 8.0V以上　（印字可能残枚数が約２００枚以上）   　

※ 印字可能残枚数はあくまでも目安であり印字内容・周囲環境に　　　　
　　　　　　　　　　　 より上下することがあります
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⑤ラベル発行モードでのコマンドパケット（Ｈ／Ｔ→プリンタ）

STX ﾌﾟﾘﾝﾀID ﾚﾝｸﾞｽ              コマンド   CRC
02H xxH xxH  xxH xxH xxH

                                              ﾚﾝｸﾞｽ対象範囲 

                                       ＣＲＣ計算対象範囲

・プリンタＩＤ･････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸデータ(High･Lowの順)

・レングス･････････ｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を示すHEXﾃﾞｰﾀ（０４Ｈ～ＦＦＨ） 

・ＣＲＣ･･･････････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸﾃﾞｰﾀ(Low･Highの順)

＊ フォーム登録開始～終了までは、複数のコマンドを１パケット内に納めて送信しても
構いませんが、コマンドがパケットをまたがってはいけません。また、他のコマンド
に関しては１パケットに１コマンドのみとして下さい。

＊ グラフィックデータ登録コマンドを除く他の全てのコマンドは複数のパケットにま
 たがるように送らないで下さい。。ただし、データ印字コマンドはレシート発行モード
の形式を利用して複数パケットを連結できます。（ｐ８参照）

⑥レシート発行モードでのコマンドパケット（Ｈ／Ｔ→プリンタ）
STX ﾌﾟﾘﾝﾀID ﾚﾝｸﾞｽ ﾓｰﾄﾞ ﾌﾗｸﾞ   コマンド＆データ   CRC
02H xxH xxH  xxH  Y xxH xxH xxH

                                             ﾚﾝｸﾞｽ対象範囲

                                       ＣＲＣ計算対象範囲

・プリンタＩＤ･････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸデータ(High･Lowの順)               
                                                                                      

・レングス･････････ｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を示すHEXﾃﾞｰﾀ（０３Ｈ～ＦＦＨ） 

・ モード･･･････････“Ｙ”固定（レシート発行モードを示します）

・ フラグ･･･････････レシート発行でのレシートＮｏ．やブロックＮｏ．等を示すフ
                   ラグ（１バイト）。
・ 

 

                    ＣＲＣ･･･････････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸﾃﾞｰﾀ(Low･Highの順)

＊ レシート発行モードでのステータス要求コマンドに関しては、１パケットに１コマン
ドのみとして下さい。

最終ブロックフラ
グ 

レシートNo.  （０～７）
ブロックNo.  （０～Ｆ）

０：最終
１：途中
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 ⑦ターンアラウンドタイム
 プリンタは、ＰＡＤ／コマンドパケットの受信完了時点より１０ｍｓ確保してから、
   ＮＡＫ／ＡＣＫ／ステータスパケットを送信します。

補足１．
ラベル発行モードでの１パケットに入りきれないデータ印字コマンドの送信方法

ラベル発行モードのデータ印字コマンドが１パケットに入りきれない場合（２５６バイト以
上）は、レシート発行モードでのコマンドパケット形態（Ｐ１３参照）を利用して複数パケッ
トに分割して送信することができます。
条件： 文字列、バーコードフィールドコマンドでのデータレングスは００固定

ＪＩＳ８、シフトＪＩＳ漢字コードのみ

（例）下記のデータ印字コマンドの場合
X[01H][01H][01H]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]

コマンドパケット１
[STX][00H][00H][DEH]Y[80H]X[01H][01H][01H]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
[CRC][CRC]

コマンドパケット２
[STX][00H][00H][DAH]Y[01H]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[LF]
[CRC][CRC]
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【例】ラベル発行モード
    正常系
１つのパケットで終了する場合 

     

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

PAD

 NAK

 ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 ACK

 EOT

リンク要求を検出
リンク確保

４０msec以内

正常受信

コマンド処理開始

登録終了あるいは発行終了

 ACK コマンド処理終了の ACK送信

複数のパケットを送信する場合（フォーム登録、データ印字、グラフィック登録時）

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

PAD

 NAK

 ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 ACK

 ACK

 ACK

 EOT

リンク要求を検出
リンク確保

４０msec以内

正常受信

コマンド処理開始

登録終了あるいは発行終了

 ACK コマンド処理終了の ACK送信
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  ステータス要求コマンドを送った場合

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

PAD

 NAK

ｽﾃｰﾀｽ要求ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 ｽﾃｰﾀｽﾊﾟｹｯﾄ

 EOT

リンク要求を検出
リンク確保

４０msec以内

正常受信

ステータス送信

・始動時には一度ステータス要求コマンドを送り、プリンタのIDを獲得する必要があります。

・コマンドパケットにおけるプリンタIDを０と指定した場合は、全てのプリンタに受け付けられ
  ます。

・RS-232Cケーブルが接続中はＩｒＤＡは受け付けません。
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    異常系 

通信中にエラーがあった場合
 

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

 NAK

 NAK

 NAK／ACK／ｽﾃｰﾀｽﾊﾟｹｯﾄ

 ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 EOT／ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 PAD／ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞ･ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ

CRCエラー

タイムアウト

EOT／ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄの受信でﾌﾚｰﾐﾝ
ｸﾞ･ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰが発生したら、その
時点でNAKを送信します

受信ｺﾏﾝﾄﾞがCRC ｴﾗｰの場合には
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ受信完了後に NAK
を送信します

NAK／ACK／ｽﾃｰﾀｽﾊﾟｹｯﾄ送信後
１sec 以内にｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ／EOT が
受信できない場合はﾘﾝｸを終結し
ます。
ただし、１sec以内に CRC ｴﾗｰ、ﾌ
ﾚｰﾐﾝｸﾞ･ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰが起きた場合
はﾀｲﾏｰをﾘｾｯﾄします。

                                                                                      

　エラー中に通信した場合                                                              

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

PAD

 NAK

コマンドパケット

 ｽﾃｰﾀｽﾊﾟｹｯﾄ

 EOT

リンク要求を検出
リンク確保

エラー解除

エラー状態にあると ACKではなく
ｽﾃｰﾀｽﾊﾟｹｯﾄを返します

４０msec以内

コマンド処理は行いません
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  エラー中にｽﾃｰﾀｽ要求ｺﾏﾝﾄﾞを送った場合 

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

PAD

 NAK

ｽﾃｰﾀｽ要求ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

ステータスパケット

 EOT

リンク要求を検出
リンク確保

４０msec以内

エラー解除

通常状態、エラー状態にかかわらず
ｽﾃｰﾀｽ要求ｺﾏﾝﾄﾞに対してはｽﾃｰﾀｽ
ﾊﾟｹｯﾄを返します。

　コマンド処理中にエラーが発生した場合

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

PAD

 NAK

 ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟｹｯﾄ

 ACK

 EOT

リンク要求を検出
リンク確保

４０msec以内

正常受信

コマンド処理開始

エラー発生

異常終了のため ACKは送信
しません

          タイムアウト時間

Ｈ／Ｔ     ＰＡＤ送信後ＮＡＫ待ちタイムアウト･･････････････５０ｍｓｅｃ
    コマンド送信後ＡＣＫ待ちタイムアウト････････････２００ｍｓｅｃ

       (＊)発行やフラッシュＲＯＭへの登録はその処理内容により処理時間が異なるため
処理終了のＡＣＫ待ちのタイムアウト設定はしません。

プリンタ   ＮＡＫ送信後コマンド待ちタイムアウト････････････１ｓｅｃ
    ＡＣＫ送信後ＥＯＴ／コマンド待ちタイムアウト････１ｓｅｃ
    ステータス送信後ＥＯＴ待ちタイムアウト･･････････１ｓｅｃ
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【例】レシート発行モード
基本的な伝送制御はラベル発行モードと同様だがコマンドパケット毎のフラグの設定方法
の例を下記に示します。

 Ｈ／Ｔ  プリンタ

PAD

 NAK

 ACK

 ACK

リンク要求を検出
リンク確保

４０ msec以内

コマンド処理終了の
ACK送信

ﾚｼｰﾄｺﾏﾝﾄﾞのﾊﾟｹｯﾄ

ﾚｼｰﾄｺﾏﾝﾄﾞのﾊﾟｹｯﾄ

コマンド処理開始

コマンド処理終了

 ACK

 ACK

 EOT

STX IDID ﾚﾝｸﾞｽ Y 80H  ｺﾏﾝﾄﾞ&ﾃﾞｰﾀ CRCCRC

STX IDID ﾚﾝｸﾞｽ Y 81H  ｺﾏﾝﾄﾞ&ﾃﾞｰﾀ CRCCRC

STX IDID ﾚﾝｸﾞｽ Y 02H  ｺﾏﾝﾄﾞ&ﾃﾞｰﾀ CRCCRC

        ※ フラグ説明
                             7 6 5 4 3 2 1 0 

 

        ※ パケット毎にＣＲＣのチェックを行い、ＯＫとなったパケットは格納しておき、最終ブロッ
クが正常に受信できた時点で発行を開始します。

        ※ ブロックＮｏ．は０～Ｆまでの１６個設定可能です。また、１６個で入りきれない場合は１
度コマンド送信を終結させてレシート発行終了後に続きを送信して下さい。発行中に次のコ
マンドパケットを送信しても処理されずに捨てられます。

        ※ ブロックＮｏ.は必ず０からの連番（昇順）にする必要があります。また、最終ブロックを
受信するまでに同じブロックＮｏ．を再度受信しても、そのブロックは格納されずに捨てら
れます。

        ※ 最終ブロックの場合はフラグの最上位ビットを０クリアして下さい。最終ブロックまで受信
してから発行を開始するため､この指定をしないと印字を開始しません。

最終ブロックフラ
グ 

レシートNo.  （０～７）
ブロックNo.  （０～Ｆ）

０：最終
１：途中
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 [ラベル発行モード]
プリンタの状態遷移

発行ｺﾏﾝﾄﾞ
      受信

発行終了       事象

状態

リンク確保

登録ｺﾏﾝﾄﾞ
      受信

登録終了

ｽﾃｰﾀｽ要求
ｺﾏﾝﾄﾞ受信

EOT受信 ﾀｲﾑｱｳﾄ
     

CRCｴﾗｰ ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ
ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ
登録ｴﾗｰ
発行中ｴﾗｰ

リンク待ち
   Ｓ１

NAK送信
   àS２

通常
ACK送信
ｺﾏﾝﾄﾞ解析

   àS３

通常
ｽﾃｰﾀｽ送信

   àS３

NAK送信後
ｺﾏﾝﾄﾞ待ち

   Ｓ２

ｴﾗｰ中
ｽﾃｰﾀｽ送信

   àS４

ｴﾗｰ中
ｽﾃｰﾀｽ送信

   àS４    àS１

ﾘﾝｸ終結

   àS１

NAK送信

   àS２

NAK送信

   àS２    àS１

登録ｺﾏﾝﾄﾞ
登録処理開始
 àS３

EOT受信済
ACK送信
     (注１)

   àS１

発行ｺﾏﾝﾄﾞ
発行終了済なら
ACK送信(注１)
   àS１
発行終了未なら
   àS３

ACK送信後
ｺﾏﾝﾄﾞ/EOT待ち

   Ｓ３

ACK送信
ｺﾏﾝﾄﾞ解析

   àS３

EOT受信未

   àS３

ｽﾃｰﾀｽ送信

   àS３

ｽﾃｰﾀｽ要求ｺﾏﾝﾄﾞ
   àS１

ﾘﾝｸ終結
      (注2)

   àS１

NAK送信

   àS２

NAK送信

   àS２    àS１

ｽﾃｰﾀｽ送信後
EOT待ち
   Ｓ４

ｽﾃｰﾀｽ送信

   àS４

ｽﾃｰﾀｽ送信

   àS４

ｴﾗｰ解除

   àS１

ﾘﾝｸ終結

   àS１

ﾀｲﾏﾘｾｯﾄ

   àS４    àS１

(注１) 発行終了時はデータ印字コマンドにて処理終了のＡＣＫ送信有りに設定されている場合のみＡＣ
Ｋを送信します。

(注２) ＥＯＴ待ちでのタイムアウト時にもコマンド処理終了のＡＣＫは送信します。

Ｈ／Ｔの状態遷移
       事象

状態

NAK受信         ACK受信 ｽﾃｰﾀｽ受信 ﾀｲﾑｱｳﾄ
      (注1)

        
CRCｴﾗｰ
ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ
ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ

ﾌﾟﾘﾝﾀへの
送信起動

リンク要求
NAK待ち
   Ｓ１

ｺﾏﾝﾄﾞ送信
   àS２         àS１

 
  àS１   àS１   àS１

ｺﾏﾝﾄﾞ送信後
ACK/ｽﾃｰﾀｽ待
ち
   Ｓ２

ｺﾏﾝﾄﾞ再送

   àS２

継続
ｺﾏﾝﾄﾞ送信

   àS２

最終
EOT送信
   àS３
   または
   àS４

EOT送信

   àS４

   
     
   à S４

   
     
    à S４

EOT送信後
ACK待ち
   Ｓ３

        àS４    àS４

   

   à S４     à S４
ｷｰ入力ﾓｰﾄﾞ
   Ｓ４

   àS４         àS４    àS４    àS１

（注１）リトライ回数はＨ／Ｔが任意に決めるものとします。
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[レシート発行モード]
プリンタの状態遷移
      事象

状態
リンク確
保

途中ﾌﾞﾛｯｸ
ﾊﾟｹｯﾄ受信

最終ﾌﾞﾛｯｸ
ﾊﾟｹｯﾄ受信

発行終了 ｽﾃｰﾀｽ要求
ｺﾏﾝﾄﾞ受信

EOT受信 ﾀｲﾑｱｳﾄ
     

CRCｴﾗｰ ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ
ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ

ｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ
発行中ｴﾗｰ

リンク待ち
   Ｓ１

NAK送信
 àS2

通常
ACK送信

 àS３

通常
ACK送信
ｺﾏﾝﾄﾞ解析

 àS３

通常
ｽﾃｰﾀｽ送信

 àS３

NAK送信後
ﾊﾟｹｯﾄ待ち

   Ｓ２

ｴﾗｰ中
ｽﾃｰﾀｽ送信

  àS４

ｴﾗｰ中
ｽﾃｰﾀｽ送信

  àS４

ｴﾗｰ中
ｽﾃｰﾀｽ送信

 àS４  àS１

ﾘﾝｸ終結

 àS１

NAK送信

 àS２

NAK送信

 àS２  àS１

EOT受信済

 àS４

通常ｺﾏﾝﾄﾞ
発行終了済
ACK送信
 àS１
発行終了未
 àS３

ACK送信後
ﾊﾟｹｯﾄ/EOT待ち

   Ｓ３

ACK送信

 àS３

ACK送信

ｺﾏﾝﾄﾞ解析

 àS３

EOT受信未

 àS３

ｽﾃｰﾀｽ送信

 àS３

ｽﾃｰﾀｽ要求

 àS１

ﾘﾝｸ終結
     (注1)

 àS１

NAK送信

 àS２

NAK送信

 àS２  àS１

ｽﾃｰﾀｽ送信後
EOT待ち
   Ｓ４

ｽﾃｰﾀｽ送信

 àS４

ｽﾃｰﾀｽ送信

 àS４

ｽﾃｰﾀｽ送信

 àS４

ｴﾗｰ解除

 àS１

ﾘﾝｸ終結

 àS１

ﾀｲﾏﾘｾｯﾄ

 àS４  àS１

（注１）ＥＯＴ待ちでのタイムアウト時にもコマンド処理終了のＡＣＫは送信します。

Ｈ／Ｔの状態遷移
       事象

状態

NAK受信         ACK受信 ｽﾃｰﾀｽ受信 ﾀｲﾑｱｳﾄ
      (注1)

         
CRCｴﾗｰ
ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ
ｵｰﾊﾞｰﾗﾝｴﾗｰ

ﾌﾟﾘﾝﾀへの
送信起動

リンク要求
NAK待ち
   Ｓ１

ｺﾏﾝﾄﾞ送信
   àS２         àS１

 
  àS１

 
  àS１

 
  àS１

ﾊﾟｹｯﾄ送信後
ACK/ｽﾃｰﾀｽ待
ち
   Ｓ２

ﾊﾟｹｯﾄ再送

   
    
   àS２ 

途中ﾌﾞﾛｯｸ
ﾊﾟｹｯﾄ送信

   àS２

最終ﾌﾞﾛｯｸ
EOT送信
   àS３
   または
   àS４

EOT送信

   àS４

   
    
   à S４    àS４

EOT送信後
ACK待ち
   Ｓ３

        àS３    àS４
  
   
   à S４

  
    
   à S４

ｷｰ入力ﾓｰﾄﾞ
   Ｓ４

   àS４         àS４    àS４    àS１

（注１）リトライ回数はＨ／Ｔが任意に決めるものとします。
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4.2　ＲＳ－２３２Ｃ

　項　　　目            仕　　　　様
   通信方式 　調歩同期方式
   通信方向 　送受信(全２重)
   伝送速度 　９６００ｂｐｓ
   スタートビット 　１ビット
   ストップビット 　１ビット
   データ長 　８ビット
   パリティ 　偶数パリティ

  パリティエラー
   誤り検出   オーバーランエラー

  フレーミングエラー
データコード   ＪＩＳ８コード

  シフトＪＩＳ漢字コード
   受信バッファ   ５Ｋバイト

（１）伝送制御
① ＸＯＮ，ＸＯＦＦ方式
 ・プリンタは受信用バッファの空容量が８００バイト以下になったときにＯＦＦコ   
ード（１３Ｈ）を送信します。
・ プリンタは受信用バッファの空容量が２Ｋバイト以上になったときＸＯＮコー
 ド（１１Ｈ）を送信します。
・ プリンタは受信用バッファの空きがなくなると、その後の受信したデータは受信
 バッファへ格納せずに捨てます。（Ｈ／ＴはＸＯＦＦコードを検知しプリンタの受
 信バッファが一杯になるまでに送信を停止しなければなりません。）
・ プリンタは登録や発行時にフラッシュＲＯＭにデータを書きこむときフラッシュ
 ＲＯＭに空きがなくなると自動的に初期化を行うが、この初期化を行う前にＸＯ
 ＦＦコード（１３Ｈ）を送信します。また、初期化終了時にはＸＯＮコード（１１
 Ｈ）を送信します。Ｈ／ＴはＸＯＦＦコードを検知したらデータの送信を中断し、
 ＸＯＮコードを検知したらデータ送信を再開しなければなりません。
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 ②コマンド送信上の注意事項
・ ラベル発行モードにおいてＨ／Ｔは以下のコマンドを送信したら必ず処理終了のス
テータスを受けてから次のコマンドを送信して下さい。処理終了のステータスを待
たずに次のコマンドを送信すると次のコマンドは受信されずに捨てられる場合があ
ります。

 ・印字濃度微調コマンド（フォーム登録に含まない場合）
・ 印字位置微調コマンド（フォーム登録に含まない場合）
・ フォーム登録終了コマンド
・ グラフィックデータ登録コマンド
・ 外字データ登録コマンド
・ ステータス要求コマンド
・ モード切り換えコマンド
・ 剥離センサー調整コマンド
・ データ印字コマンド

※ データ印字コマンドでステータス自動送信なし指定の場合は発
   行終了のステータスは送信されないのでステータス要求コマン
   ドにてプリンタの状態をチェックしプリンタが通常状態（アイ
   ドル中）になったら次のコマンドを送信して下さい。

・ステータスの内容

送信するデータ（5ﾊﾞｲﾄ固定）
STX 固定値 ﾌﾟﾘﾝﾀ状態 ﾊﾞｯﾃﾘ状態
02H 00H 00H    xxH    xxH

       　　　   プリンタＩＤ･････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸデータ(High･Lowの順)

        　　　  プリンタ状態･････プリンタの状態を1ﾊﾞｲﾄのデータで示します
００Ｈ : 通常状態(ｱｲﾄﾞﾙ中)  
０１Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ状態          
０２Ｈ : ｺﾏﾝﾄﾞのｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ       
０３Ｈ : ﾌｨｰﾄﾞｼﾞｬﾑ              
０４Ｈ : ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ               
０５Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ           
０６Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ断線ｴﾗｰ        
０７Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ異常高温       
０８Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMへの書き込みｴﾗｰ
０９Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMの消去ｴﾗｰ      
０ＡＨ : ﾛｰﾊﾞｯﾃﾘｰ(印字不能状態)
０ＢＨ : ﾌﾟﾘﾝﾀ動作中
０ＣＨ : 通信エラー（ﾊﾟﾘﾃｨｰ･ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ･ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ）
０ＤＨ : 正常終了＋ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ
１０Ｈ : 正常終了

        　　　  バッテリ状態･････バッテリの充電状態を５段階で示します
０１Ｈ : 7.2V以下　（印字不能）
０２Ｈ : 7.3V～7.4V（印字可能残枚数が約　　１～　２０枚）
０３Ｈ : 7.5V～7.7V（印字可能残枚数が約　２０～１００枚）
０４Ｈ : 7.8V～7.9V（印字可能残枚数が約１００～２００枚）
０５Ｈ : 8.0V以上　（印字可能残枚数が約２００枚以上）

 ※ 印字可能残枚数はあくまでも目安であり印字内容・
    周囲環境により上下することがあります
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（２）コネクタピン配列と信号説明

10

4

6789

5 3 2 1

ピン番号 信号名              説            明 信号の方向
１
２

Ｐ５Ｖ 外部への電源供給用＋５Ｖライン
（Ｍａｘ．１００ｍＡ）

３ ＴＸＤ プリンタからＨ／Ｔに送るデータライン。
ロジックは“１”は“LOW”、“０”は“HIGH”。
送信されていないときは“LOW（MARK）”状態。
省電力モード時はハイインピーダンス状態。

プリンタ→

４ ＲＸＤ Ｈ／Ｔからプリンタに送るデータライン。
ロジックは“１”は“LOW”、“０”は“HIGH”。
送信されていないときは“LOW（MARK）”状態。

    ←Ｈ／Ｔ

５ ＲＴＳ プリンタは制御しない。

６ ＣＴＳ プリンタは入力しない。
   

７ ＴＥＳＴ ＳＧ１と接続のこと。

８
９

ＳＧ１ 全てのデータ及びコントロール信号用のグランド
ライン（ノイズフィルタ無し）

１０ ＳＧ２ 全てのデータ及びコントロール信号用のグランド
ライン（ノイズフィルタ付き）
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（３）結線図
【ホスト側】 【プリンタ側】

1 Ｐ５Ｖ
ＣＤ 1 2 Ｐ５Ｖ
ＴＸＤ 3 3 ＴＸＤ
ＲＸＤ 2 4 ＲＸＤ
ＲＴＳ 7 5 ＲＴＳ
ＣＴＳ 8 6 ＣＴＳ
ＤＴＲ 4 7 ＴＥＳＴ
ＤＳＲ 6 8 ＳＧ１
ＣＩ 9 9 ＳＧ１
ＧＮＤ 5 10 ＳＧ２

（４）インターフェイス回路

入力回路

ＲＸＤ LTC1384相当

出力回路

ＴＸＤ LTC1384相当

信号レベル
   入力 H･･･+3V～+13V
        L･･･-3V～-13V
   出力 H･･･+5V～+12V
        L･･･-5V～-12V

（５） プリンタ側使用コネクタ
・ プリンタ側（ﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ）
  メーカー：ＤＤＫ
  型名    ：DHF-RAA10-213ND
 
・ ケーブル側（ﾌﾟﾗｸﾞ）
  メーカー：ＤＤＫ
  型名    ：DHF-PDA10-1-A01
 
・ 挿抜回数 ････ 最大500回



- 20 -

５．伝送シーケンス
　5.1. ラベル発行モード
(１) 初期設定

 

   印字位置微調設定コマンド

   印字濃度微調設定コマンド

   モード切り換えコマンド

   ステータス要求コマンド

   フォーム登録開始コマンド

   ラベルサイズ設定コマンド

  END

 START

[ESC]SG ：グラフィックデータを登録する

[ESC]XD ：外字データを登録する

[ESC]XP ：ﾌｫｰﾑ登録の終了を宣言する

[ESC]N ：ｸﾞﾗﾌｨｯｸのﾌｫｰﾏｯﾄを設定する

[ESC]XB ：ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのﾌｫｰﾏｯﾄを設定する

[ESC]PC ：文字列のﾌｫｰﾏｯﾄを設定する

[ESC]AX ：印字位置微調を設定する

[ESC]AY ：印字濃度微調を設定する

[ESC]D ：ﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞを設定する

[ESC]M ：ﾓｰﾄﾞをﾗﾍﾞﾙ発行ﾓｰﾄﾞにする

[ESC]FM ：ｽﾃｰﾀｽ要求にてﾌﾟﾘﾝﾀの状態を
          ﾁｪｯｸする

[ESC]XO ：ﾌｫｰﾑ登録の開始を宣言する

モード切り換え完了

 No

 No

 No

 No

 No

 Yes

 Yes

 Yes

 Yes

 Yes

   全登録終了

   グラフィック登録コマンド

   外字データ登録コマンド

   フォーム登録終了コマンド

   バーコードフィールドコマンド

   グラフィックフィールドコマンド

   文字列フィールドコマンド

    登録終了

    登録終了

    登録終了

・ 登録しておきたいフォームを各フォームＮｏ.に割り振り登録しておきます。また､外字デ
ータやグラフィックデータも必要に応じて登録しておきます。

・ モード切り換え、フォーム登録終了、グラフィック／外字登録、印字濃度／位置微調、デ
 ータ印字コマンドなどのコマンドを送信した場合、必ず処理終了を確認してから次のコマ
 ンドを送信して下さい。
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   (２)通常時                                                                         
      ホスト    プリンタ

・連続発行の場合、プリンタは指定枚数分発行する。ラベルの貼り損ね等により不足が生じた  
 時は再発行キーにより再発行します。

・ 剥離発行の場合、プリンタは指定枚数にかかわらず１枚しか発行しません。必要な枚数だけ
  再発行キーにより発行させて下さい。

START

再発行ボタンを押す

  RS-232Cでデータ送受信

発行終了ｽﾃｰﾀｽ送信発行終了ｽﾃｰﾀｽ送信

NG

RS-232C

次のｺﾏﾝﾄﾞへ

連続
OK

剥離

Yes終了

No

No

No

Yes

Yes

印字印字

連続／剥離

再発行ﾎﾞﾀﾝが
押されたか

データチェック

印字印印字

印字印字

データ印字コマンド

START

正常終了
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　5.2. レシート発行モード
(１)初期設定

                                                                                      

   モード切り換えコマンド

   モード切り換えコマンド

  END

 START

[ESC]AY ：印字濃度微調を登録する

[ESC]SG ：グラフィックデータを登録する

[ESC]XD ：外字データを登録する

[ESC]M ：レシート発行モードにする

[ESC]M ：ラベル発行モードにする

モード切り換え完了

モード切り換え完了

 No

 No

 No

 No

 No

 Yes

 Yes

 Yes

 Yes

 Yes

   グラフィック登録コマンド

   印字濃度微調コマンド

   外字登録コマンド

    登録終了

    登録終了

    登録終了

・外字データやグラフィックデータを登録する時はモードをラベル発行モードに切り換えて  
行う。また登録終了後にはモードをレシート発行モードに戻して下さい。

・モード切り換え、グラフィック／外字登録、印字濃度微調などのコマンドを送信した場合、
 必ず処理終了を確認してから次のコマンドを送信して下さい。
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   (２)通常時 
    ホスト         プリンタ

・レシート発行モード時は発行終了のステー
タスを自動送信しないので、送信したデー
タが正常に発行したかどうかをステータス
要求コマンドにて確認して次のレシート発
行を行って下さい。エラー等で発行できな
かった場合には再度データを送信し直して
下さい。

・レシート発行モードの場合の再発行キーは
  20mmフィードとなります。

・レシート発行モード時は連続／剥離の設定
 にかかわらず必ず１枚発行となります。

START

データ受信

データ受信

データ受信

ステータス送信

データ受信

ステータス送信

RS-232C

No

No

Yes

Yes

Yes

No

印 字

レシート発行用コマンド＆データ

ステータス要求コマンド

レシート発行用コマンド＆データ

ステータス要求コマンド

START

正常終了

正常終了

再発行ﾎﾞﾀﾝが
押されたか？

印 字

20mmﾌｨｰﾄﾞ
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６．インターフェースコマンド

    本プリンタには、フォーム情報や外字データをあらかじめフラッシュＲＯＭに登録しておき、
　データ印字コマンドの印字データとフラッシュＲＯＭ内のフォームや外字データとをリンクさ
　せて描画、発行する"ラベル発行モード"と、送られて来るデータに従い都度、描画、発行する
"レシート発行モード"の２つのモードがあります。このモードの切換えはコマンドにより行い
ます。

 6.1.コマンド一覧
                                                                                        
      

 ｺﾏﾝﾄﾞ  　名　 称 　　　　　書　　　式
ESC ID ID設定 [ESC]ID;aa[LF][NUL]
ESC FM ｽﾃｰﾀｽ要求 [ESC]FM[LF][NUL]
ESC AY 印字濃度微調 [ESC]AY;abb,c[LF][NUL]
ESC AX 印字位置微調 [ESC]AX;abbb[LF][NUL]
ESC AZ 剥離ｾﾝｻｰ調整 [ESC]AZ;a[LF][NUL]

ラ ESC XO ﾌｫｰﾑ登録開始 [ESC]XO;aa,b[LF][NUL]
ベ ESC XP ﾌｫｰﾑ登録終了 [ESC]XP[LF][NUL]
ル ESC D ﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞ設定 [ESC]Daaaa,bbbb,cccc[LF][NUL]
発
行
ESC PC 文字列ﾌｨｰﾙﾄﾞ [ESC]PCaa;bbbb,cccc,d,e,f,gg,h,ii,j,k,(Pl)

                                  [LF][NUL]
コ
マ
ESC XB ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ

(CODE39,NW7,ITF)
[ESC]XBaa;bbbb,cccc,d,e,ff,gg,hh,ii,jj,k,
                     llll,m,nn,o,p[LF][NUL]

ン
ド
ESC XB ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ

(JAN8,JAN13)
[ESC]XBaa;bbbb,cccc,d,e,ff,g,hhh,iii,j,
                            kk,l,m[LF][NUL]

ESC N ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾌｨｰﾙﾄﾞ [ESC]N;a,bbbb,cccc[LF][NUL]
ESC SG ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｰﾀ登録 [ESC]SG;a,bbbb,cccc,eee･･･eee[LF][NUL]
ESC XD 外字ﾃﾞｰﾀ登録 [ESC]XD;aa,bbb･･･bbb[LF][NUL]
   X ﾃﾞｰﾀ印字(IrDA) Xabcddd･･･eee･･･fff･･･
ESC X ﾃﾞｰﾀ印字(RS232C) [ESC]Xabcddd･･･eee･･･fff･･･[NUL]
ESC M ﾓｰﾄﾞ切り換え [ESC]M;a[LF][NUL]

レ ESC 3 改行量設定 [ESC]3n
シ ESC a 印字位置揃え [ESC]an
｜ ESC ! 文字倍率 [ESC]!n
ト GS k ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ印字指定 [GS]kn<bar data>[NUL]
発 GS w ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ横ｻｲｽﾞ [GS]wn
行 GS h ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ高さ [GS]hn
コ GS H ﾊﾞｰ下数字指定 [GS]Hn
マ GS / ｸﾞﾗﾌｨｯｸ印字指定 [GS]/n
ン LF 印字改行 [LF]
ド ESC v ｽﾃｰﾀｽ要求 [ESC]v
ESC FM ｽﾃｰﾀｽ要求 [ESC]FM[LF][NUL]
ESC M ﾓｰﾄﾞ切り換え [ESC]M;a[LF][NUL]
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   6.2  ラベル発行モード 
6.2.1  コマンド概要 

    　　 (１)インターフェースコマンド形態 

ＥＳＣ
(1BH)

  コマンド＆データ  ＬＦ
(0AH)

ＮＵＬ
(00H)

                  ・データ印字コマンドは通信時間短縮のため、形態が異なります。 
                  ・[ESC]からまで[LF][NUL]までは各コマンドにて指定された長さでなければ
                    なりません。 
 

         (２)リファレンスの見方 
機能   コマンド機能の概略を示します。

書式   コマンドの書式を示します。
          　　　　　   書式指定方法は次の規則に従います。 
                     　　・大文字（ＰＣ、ＸＢ等）はコマンドコードを示します。 
                 　　　　・小文字（ａａ、ｂｂｂｂ等）はパラメータ項目を示します。 
                         ・［   ］は記述用の記号です。実際に送信しないで下さい。 
                         ・（　 ）は省略可能を示します。 
                         ・その他の記号は、必ず指定の位置で送信して下さい。 

用語   書式中で用いる用語の説明を示します。

解説   コマンドの詳細説明を示します。

補足   コマンドの補足説明を示します。

参照   関連するコマンドを示します。

例題   コマンド例を示します。

6.2.2　コマンド一覧表 

        コ マ ン ド 名   ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ
ＩＤ設定コマンド   [ESC]ID
ステータス要求コマンド   [ESC]FM
印字濃度微調コマンド   [ESC]AY
印字位置微調コマンド   [ESC]AX
剥離センサー調整コマンド   [ESC]AZ
フォーム登録開始コマンド   [ESC]XO
フォーム登録終了コマンド   [ESC]XP
ラベルサイズ設定コマンド   [ESC]D
文字列フィールドコマンド   [ESC]PC
バーコードフィールドコマンド   [ESC]XB
グラフィックフィールドコマンド   [ESC]N
グラフィックデータ登録コマンド   [ESC]SG
外字データ登録コマンド   [ESC]XD
データ印字コマンド（IrDA）        X
データ印字コマンド（RS232C）   [ESC]X
モード切り換えコマンド   [ESC]M
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6.2.3　ＩＤ設定コマンド　[ESC]ID  

機能   プリンタにＩＤを設定します。

書式   [ESC]ID;aa[LF][NUL]

用語   aa : 設定するＩＤ（２バイトのＨＥＸデータ）

解説   (１) 設定されたプリンタのＩＤはメモリへバックアップされます。
                （電源ＯＦＦでも保持されます）

(２)  工場出荷時にはプリンタのＩＤはすでに設定されています。
 
(３)  ＩｒＤＡ通信の場合、プリンタは設定されているＩＤと受信したコマンドパケッ
      ト内のＩＤを照合し、一致しないとそのコマンドパケットを捨てます。ただし、
      コマンドパケット内のＩＤが０の場合、プリンタはＩＤに関係なく、そのコマ
      ンドパケットを受け付けます。

例題   プリンタのＩＤとして"03H 51H"を設定します。
           [ESC]ID;[03H][51H][LF][NUL]
           この場合、ステータス印字でのプリンタＩＤは"００８４９"となります。



- 27 -

6.2.4　ステータス要求コマンド　[ESC]FM  
                                                                                      
機能   プリンタ状態、バッテリー状態等をホストに返すよう要求します。

書式   [ESC]FM[LF][NUL]

解説   プリンタはこのコマンドを受け取るとプリンタの状態、バッテリ状態等をホストに
           送信します。
                                                                                      
  ・ＩｒＤＡの場合  送信するデータ（２７ﾊﾞｲﾄ固定）

STX ﾌﾟﾘﾝﾀID  各ﾌｫｰﾑのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号 ﾌﾟﾘﾝﾀ状態 ﾊﾞｯﾃﾘ状態   CRC
02H xxH xxH V01 V02 ･････････ V20    xxH    xxH xxH xxH

                       
  ・ＲＳ２３２Ｃの場合  送信するデータ（５ﾊﾞｲﾄ固定）                                    

STX 固定値 ﾌﾟﾘﾝﾀ状態 ﾊﾞｯﾃﾘ状態
02H 00H 00H    xxH    xxH

       　　　   プリンタＩＤ･････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸデータ(High･Lowの順)

        　　　  プリンタ状態･････プリンタの状態を1ﾊﾞｲﾄのデータで示します
                             ００Ｈ : 通常状態(ｱｲﾄﾞﾙ中)  
                             ０１Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ状態          
       　                    ０２Ｈ : ｺﾏﾝﾄﾞのｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ       
         　                  ０３Ｈ : ﾌｨｰﾄﾞｼﾞｬﾑ              
           　                ０４Ｈ : ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ               
             　              ０５Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ           
               　            ０６Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ断線ｴﾗｰ        
                             ０７Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ異常高温       
                 　          ０８Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMへの書き込みｴﾗｰ
                   　        ０９Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMの消去ｴﾗｰ      
                             ０ＡＨ : ﾛｰﾊﾞｯﾃﾘｰ(印字不能状態)
                             ０ＢＨ : ﾌﾟﾘﾝﾀ動作中
                             ０ＣＨ : 通信エラー（ﾊﾟﾘﾃｨｰ･ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ･ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ）

     ０ＤＨ： 正常終了＋ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ

        　　　  バッテリ状態･････バッテリの充電状態を５段階で示します
                    　       ０１Ｈ : 7.2V以下　（印字不能）　　　　　　　　　　　　　
                      　     ０２Ｈ : 7.3V～7.4V（印字可能残枚数が約　　１～　２０枚）
                             ０３Ｈ : 7.5V～7.7V（印字可能残枚数が約　２０～１００枚）
                             ０４Ｈ : 7.8V～7.9V（印字可能残枚数が約１００～２００枚）
                        　   ０５Ｈ : 8.0V以上　（印字可能残枚数が約２００枚以上）   　

　　　　　　　　　　　　　※ 印字可能残枚数はあくまでも目安であり印字内容・周囲環境に　　
　　　　　　　　　　　　　 より上下することがあります

        　　　  ＣＲＣ･･･････････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸﾃﾞｰﾀ(Low･Highの順)

RS232Cのみ
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6.2.5印字濃度微調コマンド　[ESC]AY  

機能 　現在の印字濃度に対し微調を行います。

書式 　[ESC]AY;abb,c(,d)[LF][NUL]

用語 　a     : プラスするのかマイナスするのかを示します

           　　      ＋：プラス(濃)
     －：マイナス（淡）

        　 bb    : 印字濃度微調値
          　 　      ００～１０       (1ｽﾃｯﾌﾟ単位)
         　c     : 印字モード
               　    １（固定値）： 発色
           d     : ヘッド出力分割指定（省略可）
　　　　　　　　　　 ０ : 自動切換
                 　  １ : ２分割（省略時）
                     ２ : ３分割

解説  （１） 標準の印字濃度に対してプラス／マイナスの微調を行います。

（２） 上記範囲外の値を設定した場合、コマンドエラーとなります。

（３） 各フォーム中に登録されている印字濃度微調はそのフォームを呼び出すことに
        より微調されます。

（４） 印字濃度微調コマンドをフォーム登録に含めずに送るとその時点で微調されま
す。

（５） バックアップする印字微調は電源ＯＦＦ時に設定されている値です。
        また、電源投入時はこのバックアップした微調値となっています。
 
（６） １ライン当りの印字率が高い場合印字濃度が低下する傾向にあるが、ヘッド出力
       を３分割に指定すれば改善できる場合があります。ただし、３分割指定時は２分
       割指定時より発行スピードが低下します。
 
（７） 自動切換を指定すると、印字率によってライン毎に２分割／３分割を自動選択し
       ながら印字します。２分割／３分割の切換えの際にライン上に1/2ドット幅程度の
       白抜け部が発生する場合があるので、シリアルバーコードの印字がある場合等に
       は指定しないで下さい。
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6.2.6  印字位置微調コマンド　[ESC]AX  

機能 　印字位置に対し微調を行います。

書式 　[ESC]AX;abbb[LF][NUL]

用語 　a    : プラスするのかマイナスするのかを示します
  　         　     ＋：プラス(後方)
    　              －：マイナス(前方)
        　 bbb  : 印字位置微調値
　          　      ０００～１００      (0.1mm単位)

解説   (１) 標準の印字開始位置に対して後方または前方で停止するように印字開始位置の
                微調を行います。

          （２）上記範囲外の値を設定した場合、コマンドエラーとなります。

           (３) 各フォーム中に登録されている印字位置微調はそのフォームを呼び出すことに
                より微調されます。

　　　　　（４）印字位置微調コマンドをフォーム登録に含めずに送るとその時点で微調されます。

　　　　　（５）バックアップする印字位置微調は電源ＯＦＦ時に設定されている値です。
　　　　　　　　また、電源投入時はこのバックアップした微調値となっています。

（６） 印字位置を変更する場合やラベル間ギャップが３ｍｍでない場合、必要に応じ
       て印字位置微調コマンドを使用します。（ラベル間ギャップが３ｍｍの時、ラベ
       ルの先頭から５ｍｍの位置が標準の印字開始位置です。）

±0mm

＋ 5mm

－5mm

                     

印字開始位置（標準：ラベルの先頭から５mm）

印字開始位置

印字開始位置

用紙送り方向
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6.2.7  剥離センサー調整コマンド　[ESC]AZ  

機能 　剥離／連続モードを切り換えるセンサーのスレッショルド値を設定します。

書式 　[ESC]AZ;a[LF][NUL]

用語 　a    : ０＝デフォルト値（１．４Ｖ）設定
  　         　   １＝スレッショルド値設定

解説   (１) 厚さの薄い台紙を使用する場合などで剥離／連続のモードがうまく切り換わら
                ない場合、必要に応じて剥離センサー調整コマンドを使用します。

          （２）剥離発行時の経路に使用するラベルの台紙部を通してカバーを閉じ、本コマン
                ドを送信します。プリンタは台紙部のセンサーＡ／Ｄ値を読み込み、剥離／連続
                を切り換えるためのスレッショルド値を設定します。（本コマンドを送信すると
                きには、必ず剥離発行時の経路にラベルの台紙部をセットして行って下さい。連
                続発行時のラベルの経路になっていたり、ラベル部をセットして本コマンドを
                送信すると、以降剥離／連続がうまく切り換わらなくなるので注意して下さい）

（３） 設定されたスレッショルド値はバックアップされ、以降本コマンドにて再設定
       されるまで保持されます。また電源投入時はこのバックアップした設定値となっ
       ています。

　　　　　（４）工場出荷時には、デフォルトの１．４Ｖが設定されています。
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6.2.8  フォーム登録開始コマンド　[ESC]XO  

機能   フォームの登録開始を宣言します。

書式   [ESC]XO;aa,b[LF][NUL]

用語   aa  : フォーム番号
                 　０１～２０
           b　 : フォームバージョン番号
                   ０～９
                   ０を指定すると未登録にします

補足
   　      (１) 最大２０種類までフォーム登録可能です。ただし、メモリ容量に制限があるため、
                登録するフォームの容量により最大可能数は異なります。

(２)  各フォームの最新データはバージョン番号の一番大きいものではなく、一番最新
     に登録されたフォームデータとなります。

(３)  既に登録済みのフォーム番号を再登録する場合、フォーム登録開始コマンド
      ([ESC]XO)を送信すれば新しいフォームが再登録されますが、再登録の度にメモ
      リが消費されます。

　

(４)  フォーム登録開始コマンド（[ESC]XO）受信後、フォーム登録終了コマンド 
     （[ESC]XP）を受信するまでの間は、以下のコマンド以外はフォーム登録されずに
      無視されます。

                  ・ラベルサイズ設定コマンド（[ESC]D）
                  ・印字濃度微調コマンド（[ESC]AY）
                  ・印字位置微調コマンド（[ESC]AX）
                  ・文字列フィールドコマンド（[ESC]PC）
                  ・バーコードフィールドコマンド（[ESC]XB）
                  ・グラフィックフィールドコマンド（[ESC]N）

(５)  フォーム登録開始コマンドを送らないとラベルサイズ設定コマンド([ESC]D)､ 
      文字列フィールドコマンド([ESC]PC)､バーコードフィールドコマンド([ESC]XB)

                グラフィックフィールドコマンド（[ESC]N）は無視され捨てられます。
       また、フォーム登録開始コマンド送信後、各フィールドコマンドや印字濃度／
       印字位置微調コマンドに先立ち必ずラベルサイズ設定を送信しなければなりませ

                ん。

           (６) フォーム登録によりフラッシュＲＯＭのフォーム登録エリアの領域に空きが無
　　　　　　　　くなった場合は、自動的にこの領域の初期化を行います。ただし、各フォームの
                最新バージョンは保持されます。

参照   ・フォーム登録終了コマンド　（[ESC]XP）

例題   フォーム番号０２のバージョン３の登録開始を宣言します。
           [ESC]XO;02,3[LF][NUL] 
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6.2.9  フォーム登録終了コマンド　[ESC]XP  

機能   フォームの登録終了を宣言します。

書式   [ESC]XP[LF][NUL]

補足
(１)  フォーム登録開始コマンド（[ESC]XO）を受信していない状態でフォーム登録終
      了コマンドを受信した場合、このコマンドは無視されます。

参照   フォーム登録開始コマンド　（[ESC]XO）
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6.2.10 ラベルサイズ設定コマンド　[ESC]D   

機能 　ラベルサイズを設定します。

書式 　[ESC]Daaaa,bbbb,cccc[LF][NUL]

用語 　aaaa : ラベルピッチ長
　           　     ０１００～１６７０　(0.1mm単位)
        　 bbbb : 有効印字幅
  　        　      ０４８０（固定値）　(0.1mm単位)
         　cccc : 有効印字長
    　      　      ００７０～１６００　(0.1mm単位)

解説  （１）フォーム登録開始コマンド送信後、各フィールドコマンドや印字濃度／印字位
       置微調コマンドに先立ち必ずラベルサイズ設定を送信しなければなりません。　
（２） ラベルの先頭から５ｍｍの無印字エリアに印字を行うためには、印字位置微調
       コマンドを使用し印字開始位置を変更させることができます。ただし、この場合
       ラベル間ギャップを大きくする必要があります。
（３） Ｙ方向の座標原点はギャップ（黒マーク）のセンターから６．５ｍｍの位置と
       なります。つまり、ギャップ（黒マーク）３ｍｍの場合、ラベルエッジの先頭か
       ら５ｍｍの位置がＹ方向の座標原点となります。（下図参照）

有効
印字長

有効印字幅

ラベル
ピッチ

5mm
6.5mm

台紙

ラベル

紙送り方向

座標原点(0,0)

Y

０ X

  

有効
印字長

有効印字幅

ラベル
ピッチ

5mm
6.5mm

  黒マーク
（印刷裏面）

紙送り方向

座標原点(0,0)

Y

０ X

      【ラベルの場合】            【黒マーク付きレシート】

例題    [ESC]D0430,0480,0330[LF][NUL]   
 

 

43.0mm
33.0mm

48.0mm

2mm

5mm

        

43.0mm
33.0mm

48.0mm

2mm

5mm



- 34 -

6.2.11 文字列フィールドコマンド　[ESC]PC  
                                                                                      

機能 　文字列をラベル上のどの位置にどのように印字するのか設定します。

書式 　[ESC]PCaa;bbbb,cccc,d,e,f,gg,h,ii,j,k(,Pl)[LF][NUL]

用語 　aa    : フィールドＮｏ．

           　　      ００～３１（ただし、１フォーム内でバーコードのフィールドＮｏ．と同
　　　　　　　　　　　　　　　　 じ値を使用しないで下さい）
        　 bbbb  : 文字列の基点Ｘ座標
          　 　      ４桁固定         (0.1mm単位)
         　cccc  : 文字列の基点Ｙ座標
               　    ４桁固定 　      (0.1mm単位)
           d     : 文字の横倍率
　　　　　　　　　　 １ : 0.5倍 ４ : ２ 倍 ７: 3.5 倍
                 　  ２ : １ 倍 ５ : 2.5 倍 ８: ４ 倍
                     ３ : 1.5倍 ６ : ３ 倍
                     （ただし、ボルド文字は 0.5倍､１倍のみ） 
           e     : 文字の縦倍率
　　　　　　　　　　 １ : 0.5倍 ４ : ２ 倍 ７: 3.5 倍
                 　  ２ : １ 倍 ５ : 2.5 倍 ８: ４ 倍
                     ３ : 1.5倍 ６ : 3 倍
                     （ただし、ボルド文字は 0.5倍､１倍のみ） 
           f     : フォント種類
                   　Ａ : 標準文字　　　（１２×２４ドット）
                   　Ｂ : ボルド文字　　（４８×９６ドット）
                     Ｃ : 漢字／外字    （２４×２４ドット）
                     Ｄ : 価格文字１    （１６×４０ドット）
                     Ｅ : 価格文字２    （３２×４８ドット）
           gg    : 文字回転及び文字列回転の方向
                     ００ : 文字回転0ﾟ     文字列回転0ﾟ
                     ０１ : 文字回転90ﾟ    文字列回転90ﾟ
                     ０２ : 文字回転180ﾟ   文字列回転180ﾟ
                     ０３ : 文字回転270ﾟ   文字列回転270ﾟ
           h     : 文字背景指定
                     Ｂ(固定値) : 黒文字
           ii    : データレングス
                     ００～９９　　(注)ﾃﾞｰﾀﾚﾝｸﾞｽに“００”を指定した場合は、ﾃﾞｰﾀ印字ｺﾏﾝﾄﾞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で送信されてくる分（JIS8の場合は[LF]、ﾊﾟｯｸﾄﾞBCDの
                                       場合は“F”で区切られるまでの分）のﾚﾝｸﾞｽとなります。
           j     : データコード
                     １ : ＪＩＳ８コード（フォント種類がＣの場合は１固定）
                     ２ : パックドＢＣＤコード （ＩｒＤＡのみ有効）
           k     : 固定データ番号
                     ０（固定値）
           Ｐl　 : 印字位置（省略可） 
                     Ｐ０:左寄せ 
                     Ｐ１:中央寄せ 
                     Ｐ２:右寄せ 
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解説
     (１)フィールドＮｏ．
　　　　　 このフィールドＮｏ．の順番通りにデータ印字コマンド（Ｘ）内のデータが選択され
　　　　　 リンクされます。（フィールドＮｏ．００のフォーマットと１番目のデータ、フィール
　　       ドＮｏ．０１のフォーマットと２番目のデータというように、以降同様にフォーマッ
　　　　   トとデータはリンクされます。）
           従って、文字列のフィールドＮｏ．とバーコードのフィールドＮｏ．は必ず００から
　　　 　  の連番(昇順)になっていなければなりません。また、１フォーム内で文字列のフィール
　　　　   ドＮｏ．と同じバーコードのフィールドＮｏ．を付けてはいけません。

(２) 基点座標

有効
印字長

有効印字幅

台紙

ラベル

基点座標

紙送り方向

座標原点(0,0)

Y

０ X

SAMPLE

（３） 横倍率、縦倍率

横倍率

縦倍率

横２倍
縦２倍

横 1倍
縦 1倍

横 1倍
縦２倍

横２倍
縦 1倍

【注意】大きな文字、又は文字数が多い場合、印字濃度が低下する場合があります。
    （１ライン当りの印字率が高い場合、印字濃度が低下します。）
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     (４)文字と文字との間隔は以下のようになります。

         標準文字

24ﾄﾞｯﾄ24ﾄﾞｯﾄ24ﾄﾞｯﾄ12
ﾄﾞｯﾄ

12
ﾄﾞｯﾄ

12
ﾄﾞｯﾄ

24
ﾄﾞｯﾄ

横２倍

         ボルド文字 

48ﾄﾞｯﾄ
16
ﾄﾞｯﾄ

16
ﾄﾞｯﾄ

16
ﾄﾞｯﾄ

16
ﾄﾞｯﾄ

96
ﾄﾞｯﾄ

48ﾄﾞｯﾄ 48ﾄﾞｯﾄ 48ﾄﾞｯﾄ 48ﾄﾞｯﾄ

         漢字（横１倍）

24
ﾄﾞｯﾄ

24ﾄﾞｯﾄ 24ﾄﾞｯﾄ 24ﾄﾞｯﾄ

         漢字（横２倍）

24
ﾄﾞｯﾄ

48ﾄﾞｯﾄ 48ﾄﾞｯﾄ
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         価格文字１（横１倍）

16
ﾄﾞｯﾄ

40
ﾄﾞｯﾄ

16
ﾄﾞｯﾄ

16
ﾄﾞｯﾄ

16
ﾄﾞｯﾄ

         価格文字１（横２倍）

32ﾄﾞｯﾄ

40
ﾄﾞｯﾄ

32ﾄﾞｯﾄ32ﾄﾞｯﾄ

     (５)文字・文字列回転

   基点

    
           【０°】　　　　  【９０°】　  　   【１８０°】　 　    【２７０°】

     (６)データレングス、データコード
           ＪＩＳ８    ‥‥‥データ１バイトを１桁と数えたレングス
           パックドＢＣＤ‥‥パックされた結果でなくパックされる前のレングス
           漢字の時･･････････１文字を２バイトと数えたレングス 

 ﾃﾞｰﾀｺｰﾄﾞ 　ﾃﾞｰﾀ 　　送信ﾃﾞｰﾀ ﾃﾞｰﾀﾚﾝｸﾞｽ
  JIS8 １２３４５ 31H 32H 33H 34H 35H    ５
ﾊﾟｯｸﾄﾞBCD １２３４５ 12H 34H 50H  　５
  漢字    漢字 8AH BFH 8EH 9AH    ４

                ※ 同じデータを送信したい場合データコードがＪＩＳ８でもパックドＢＣＤ 
　　　　　　　　　 も設定するデータレングスは同じ値です。
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     (７)印字位置
          ・左寄せ（デフォルト）

基準座標

          ・中央寄せ

基準座標

          ・右寄せ

基準座標

例題

有効
印字長

有効印字幅

台紙
ラベル

(3mm,12mm)

座標原点(0,0)

S A M P L E
文字列No.00
標準文字(2×2)

           [ESC]PC00;0030,0120,4,4,A,00,B,06,1,0,P0[LF][NUL]
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6.2.12 バーコードフィールドコマンド　[ESC]XB 

機能 　バーコードをラベル上のどの位置にどのように印字するのかを設定します。

 ◎ＮＷ７、ＣＯＤＥ３９、ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ2of5の場合 

書式 　[ESC]XBaa;bbbb,cccc,d,e,ff,gg,hh,ii,jj,k,llll,m,nn,o,p[LF][NUL]

用語 　aa    : フィールドＮｏ．

           　      ００～３１（ただし、１フォーム内で文字列のフィールドＮｏ．と同じ値を使
                               用しないで下さい）
      　 bbbb  : バーコードの基点Ｘ座標 
          　       ４桁固定         (0.1mm単位) 
       　cccc  : バーコードの基点Ｙ座標 
     　            ４桁固定         (0.1mm単位) 
         d     : バーコードの種類 
　　　　　　　　　 ２ : インターリーブド２of５
                   ３ : ＣＯＤＥ３９(スタンダード)
       　          ４ : ＮＷ７ 
  　     e　   : チェックデジットの種類 
         　        １（固定値） : チェックデジット付加なし 
         ff　  : 細バー幅の指定 
                   ０２～０３ : ２～３ドット
         gg　  : 細スペース幅の指定 
                   ０２～０３ : ２～３ドット 
         hh　  : 太バー幅の指定 
  　               ０５～０９ 　: ５～９ドット 
         ii　  : 太スペース幅の指定 
  　               ０５～０９　 : ５～９ドット 
         jj　  : キャラクター間スペース幅の指定 
    　             ０２～０３ : ２～３ドット 
         k     : バーコードの回転方向 
                   ０ : ０°
                   １ : ９０°
                   ２ : １８０°
  　               ３ : ２７０° 
         llll  : バーコードの高さ 
          　       ０００１～０３５０     (0.1mm単位) 
         m     : バー下数字印字の指定 
                   ０   : バー下数字なし
                   １   : バー下数字有り 
         nn    : データレングス(スタート／ストップ含む)
                   ００～３２　　(注)ﾃﾞｰﾀﾚﾝｸﾞｽに“００”を指定した場合は、ﾃﾞｰﾀ印字ｺﾏﾝﾄﾞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で送信されてくる分（JIS8の場合は[LF]、ﾊﾟｯｸﾄﾞBCDの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場合は“F”で区切られるまでの分）のﾚﾝｸﾞｽとなります。
         o     : データコード
                   １ : ＪＩＳ８コード
                   ２ : パックドＢＣＤコード （ＩｒＤＡのみ有効）
         p     : 固定データ番号
                   ０（固定値）
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 ◎ＪＡＮ８、ＪＡＮ１３の場合 

書式 　[ESC]XBaa;bbbb,cccc,d,e,ff,g,hhhh,iii,j,kk,l,m[LF][NUL]

用語 　aa    : フィールドＮｏ．

           　      ００～３１（ただし、１フォーム内で文字列のフィールドＮｏ．と同じ値を使
                               用しないで下さい）
      　 bbbb  : バーコードの基点Ｘ座標 
          　       ４桁固定         (0.1mm単位) 
       　cccc  : バーコードの基点Ｙ座標 
     　            ４桁固定         (0.1mm単位) 
         d     : バーコードの種類 
       　          ０ : ＪＡＮ８ 
                   ５ : ＪＡＮ１３
  　     e　   : チェックデジットの種類 
                   ３(固定値) : チェックデジット自動付加
         ff　  : １モジュール幅の指定 
                   ０２～０３　　   (1dot単位) 
         g     : バーコードの回転方向 
                   ０ : ０°
                   １ : ９０°
                   ２ : １８０°
  　               ３ : ２７０° 
         hhhh  : バーコードの高さ 
          　       ０００１～０３５０     (0.1mm単位) 
         iii   : ガードバーの長さ
                   ０００～０５０           (0.1mm単位)
         j     : バー下数字印字の指定 
                   ０ : バー下数字なし
                   １ : バー下数字有り 
         kk    : データレングス
                   ０７：ＪＡＮ８の時 
                   １２：ＪＡＮ１３の時
                   ００：  　　　(注)ﾃﾞｰﾀﾚﾝｸﾞｽに“００”を指定した場合は、ﾃﾞｰﾀ印字ｺﾏﾝﾄﾞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　で送信されてくる分（JIS8の場合は[LF]、ﾊﾟｯｸﾄﾞBCDの
　　　　　　　　　　　　　　　　　  場合は“F”で区切られるまでの分）のﾚﾝｸﾞｽとなります。
         l     : データコード
                   １ : ＪＩＳ８コード
                   ２ : パックドＢＣＤコード （ＩｒＤＡのみ有効）
         m     : 固定データ番号
                   ０（固定値）
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解説

     (１)フィールドＮｏ． 
　　　　　 このフィールドＮｏ．の順番通りにデータ印字コマンド（Ｘ）内のデータが選択され
　　　　　 リンクされます。（フィールドＮｏ．００のフォーマットと１番目のデータ、フィール
　　       ドＮｏ．０１のフォーマットと２番目のデータというように以降同様にフォーマット
　　　　   とデータはリンクされます。）
           従って、文字列のフィールドＮｏ．とバーコードのフィールドＮｏ．は必ず００から
　　　 　  の連番(昇順)になっていなければなりません。また、１フォーム内で文字列のフィール
　　　　   ドＮｏ．と同じバーコードのフィールドＮｏ．を付けてはいけません。

     (２)基点座標

有効
印字長

有効印字幅

台紙

ラベル

紙送り方向

座標原点(0,0)

Y

０ X

基点座標

     (３)チェックデジットの種類
           下表のように、バーコードの種類によって設定値が異なります。

    ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
C/D    種類
   種類

NW7,CODE39,ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ2of5  JAN8,JAN13

    １       C/D 付加なし 　指定不可

    ３         指定不可 MOD10自動付加
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     (４)バーコードの回転方向

基点
基点

基点 基点

    【０°】     【９０°】 【１８０°】    【２７０°】
[注意]９０°又は２７０°回転した場合、バー高さによっては印字濃度が低下する場合があります。バー高さ１４ｍｍ

以下で使用して下さい。（高さ１４ｍｍを超えるバーコードの印字品質は保証出来ません）

     (５)バーコードの高さ

ｄ１２３４５６ｄ 04584940

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾞｰ高さ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
高さ

     (６)バー下数字

               バー下数字有／無のパラメータに従いバー下数字を付加します。
               バー下数字の文字種類は標準文字を使用します。

     (７)スタート／ストップコードは自動付加されないので、送信データに含めて送って下さい。
         コード３９やＮＷ７にスタート／ストップコードを付加しないで送信した場合、そのバー
         コードは印刷されません。

(８) インターリーブド２of５指定時、データレングスが奇数桁の場合、自動的にデータの
     先頭に０を付加して偶数桁に補正します。

例題

有効
印字長

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞNo.00
NW7

10mm

有効印字幅

台紙
ラベル

座標原点
 (0,0)

(5mm,18mm)

           [ESC]XB00;0050,0180,4,1,02,02,05,05,02,0,0100,0,07,1,0[LF][NUL]



- 43 -

6.2.13 グラフィックフィールドコマンド　[ESC]N

機能   プリンタに登録されているグラフィックデータをどこに印字するかを設定します。
           
書式   [ESC]N;a,bbbb,cccc[LF][NUL]

用語   a    : 呼び出して描画するグラフィックデータの番号
                    １(固定値)
           bbbb : グラフィックデータを描画する基点Ｘ座標 
                    ４桁固定         (0.1mm単位)
           cccc : グラフィックデータを描画する基点Ｙ座標 
                    ４桁固定         (0.1mm単位)

解説 （１）フォーム登録の際に文字列フィールドコマンドやバーコードフィールドコマン
　　　　　　　 ドと同様にグラフィックフィールドコマンドを登録しておけばデータ印字コマ 
　　　　　　　 ンドによってフォームを読み出し自動的に描画できます。

有

効

印

字

長

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
 高さ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ幅

用紙送り方向

座標原点
 (0,0)

Y

０ X

基点座標

有効印字幅
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6.2.14 グラフィックデータ登録コマンド　[ESC]SG

機能   プリンタにグラフィックデータを登録します。

書式   [ESC]SG;a,bbbb,cccc,ddd･･･ddd[LF][NUL]

用語   a         : グラフィック番号
                         １(固定値)
           bbbb      : 登録するグラフィックの幅ドット数
                         ０００１～０３８４　（１ドット単位）
           cccc      : 登録するグラフィックの高さドット数 
                         ０００１～０１６０  （１ドット単位）

           ddd･･･ddd : グラフィックデータ 

解説

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ幅 19ﾄﾞｯﾄ

8ﾄﾞｯﾄ8ﾄﾞｯﾄ8ﾄﾞｯﾄ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
高さ
22ﾄﾞｯﾄ

① ００Ｈ②３０Ｈ③００Ｈ
② ００Ｈ⑤３８Ｈ⑥００Ｈ

 :
 :
 :
 :
 :
 :
 :
  63００Ｈ

64３ＦＨ 65００Ｈ 66００Ｈ

           (１)グラフィックデータは８ドットづつ区切り上記の順(①→ 66 )に送信して下さい。
           (２)グラフィックデータは００Ｈ～ＦＦＨです。
           (３)Ｘ方向の最小単位は８ドットとし、データのないところはデータ０として送信
               して下さい。
           (４)送信するグラフィックデータは、必ず以下のバイト数にして下さい。

               ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｰﾀﾊﾞｲﾄ数＝{(ｸﾞﾗﾌｨｯｸ幅ﾄﾞｯﾄ数+7)／8}×ｸﾞﾗﾌｨｯｸ高さﾄﾞｯﾄ数
                                ＊{　}内は小数点以下切り捨て
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例題
ｸﾞﾗﾌｨｯｸ幅 19ﾄﾞｯﾄ

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
高さ
22ﾄﾞｯﾄ

            [ESC]SG;1,0019,0022,
            [00H][30H][00H] [00H][38H][00H] [00H][3CH][00H] [00H][3EH][00H] 
            [00H][37H][00H] [00H][33H][80H] [00H][31H][C0H] [00H][30H][C0H] 
            [00H][30H][E0H] [00H][30H][60H] [00H][30H][E0H] [00H][30H][C0H] 
            [00H][31H][C0H] [00H][33H][80H] [0FH][33H][00H] [3FH][F0H][00H] 
            [7FH][F0H][00H] [FFH][F0H][00H] [FFH][E0H][00H] [FFH][E0H][00H] 
            [7FH][C0H][00H] [3FH][00H][00H] [LF][NUL]
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6.2.15 外字データ登録コマンド　[ESC]XD

機能   プリンタに外字データを登録します。

書式   [ESC]XD;aa,bbb･･･bbb[LF][NUL]

用語   aa        : 外字コード
                         FF40H～FF71H 

           bbb･･･bbb : 外字データ（７２バイト固定）

解説
外字幅 24ﾄﾞｯﾄ

8ﾄﾞｯﾄ8ﾄﾞｯﾄ8ﾄﾞｯﾄ

外字高さ
 24ﾄﾞｯﾄ

① ００Ｈ②００Ｈ③００Ｈ
② ００Ｈ⑤３０Ｈ⑥００Ｈ

 :
 :
 :
 :
 :
 :
 :

67３ＦＨ 68００Ｈ 69００Ｈ
70００Ｈ 71００Ｈ 72００Ｈ

           (１)外字データは８ドットづつ区切り上記の順(①→ 72　)に送信して下さい。
           (２)外字データは００Ｈ～ＦＦＨです。
           (３)Ｘ方向のドット数は２４ドット固定とし、Ｙ方向のドット数も２４ドット固定
　　　　　　　 としデータのないところはデータ０として必ず７２バイト送信して下さい。

(４) 外字データは最大５０種類まで登録可能。また、外字データはメモリにバックア
 ップされます。（電源ＯＦＦでも保持されます。）

           (５)外字データは漢字コード（シフトＪＩＳ）の FF40H～FF71H に割り当てるため
　　　　　　　 読み出す時も、漢字と同様にします。
           (６)既に登録済みのコードに再登録すると、新しい外字が上書き登録できます。
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例題
外字幅 24ﾄﾞｯﾄ

8ﾄﾞｯﾄ8ﾄﾞｯﾄ8ﾄﾞｯﾄ

外字高さ
 24ﾄﾞｯﾄ

            [ESC]XD;<FFH><40H>,
            [00H][00H][00H] [00H][30H][00H] [00H][38H][00H]
            [00H][3CH][00H] [00H][3EH][00H] [00H][37H][00H]
            [00H][33H][80H] [00H][31H][C0H] [00H][30H][C0H]
            [00H][30H][E0H] [00H][30H][60H] [00H][30H][E0H]
            [00H][30H][C0H] [00H][31H][C0H] [00H][33H][80H] 
            [0FH][33H][00H] [3FH][F0H][00H] [7FH][F0H][00H]
            [FFH][F0H][00H] [FFH][E0H][00H] [FFH][E0H][00H] 
            [7FH][C0H][00H] [3FH][00H][00H] [00H][00H][00H]
　　　　　  [LF][NUL]
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6.2.16 データ印字コマンド　X  

機能   描画および印字を行います。

書式   【IrDAの場合】
               Xabcddd...eee...nnn...
           【RS232Cの場合】
               [ESC]Xabcddd...eee...nnn...[NUL]

用語   a      :フォーム番号
                        ０１Ｈ～１４Ｈ（１～２０） 
           b      :センサー指定および発行終了のＡＣＫ(IrDA)／ステータス(RS232C)送信
                     ００Ｈ : 透過センサー指定、ＡＣＫ／ステータス送信なし
                     ０１Ｈ : 透過センサー指定、ＡＣＫ／ステータス送信有り
                        １０Ｈ : 反射センサー指定、ＡＣＫ／ステータス送信なし
                     １１Ｈ : 反射センサー指定、ＡＣＫ／ステータス送信有り
                        ２０Ｈ : センサー指定なし、ＡＣＫ／ステータス送信なし
                     ２１Ｈ : センサー指定なし、ＡＣＫ／ステータス送信有り
           c      :発行枚数 
                     ０１Ｈ～ＦＦＨ（１～２５５） 
                     ただし、剥離発行の場合は発行枚数指定は無視され１枚発行となります。 
           ddd... :フィールド番号００のデータ 
           eee... :フィールド番号０１のデータ    ただし､区切りコードが必要な場合はこれ
            :                ：                  を付加して下さい。（下記の解説参照） 
           nnn... :フィールド番号ｎｎのデータ 

解説 プリンタはこのコマンドを受け取ると以下の動作を行います。
             ① 描画バッファをクリアします。
             ② フォームとデータをリンクします。
             ③ 描画バッファに描画します。
             ④ グラフィック呼び出しがフォームに設定されていればグラフィックデータを
                描画します。
             ⑤ フォーム中に登録されている印字濃度微調値／印字位置微調値にします。
             ⑥ 印字を開始します。

・ データはＪＩＳ８コード、パックドＢＣＤコードあるいはシフトＪＩＳコードで表わされた
 データであり、どのコードのデータかは文字列フィールドコマンド、バーコードフィールドコ
 マンドで設定します。

・ 文字列フィールドコマンド、バーコードフィールドコマンドにて設定されているレングス
 が００で、データコードがＪＩＳ８の場合は、そのフィールドデータの最後に区切りコードの
 [LF](0AH)を入れて下さい。またデータコードがパックドＢＣＤの場合は、そのフィールドデ
 ータの最後に区切りコードの“F”(4ﾋﾞｯﾄ)を入れて下さい。
  フォームに登録されているデータレングスが００以外の場合は、そのレングス分だけデータ
をリンクさせるので[LF]や“F”などの区切りコードは付加しないで下さい。

・ パックドＢＣＤコードで送信する場合で、ひとつのフィールドに対応するデータ（区切り
 コードがある場合はこれを含む）のレングスが奇数桁のときはそのフィールドの最終デー
 タの下位４ビットは０にして下さい。
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・バーコード用のデータ列中にバーコードの種類と合わないデータがある場合バーコードの
描画は行いません。また、桁数が固定のバーコードでバーコード種別とデータ桁数が合って
いない場合もバーコードの描画は行いません。

・ 複数枚印字中にエラーが発生した場合、印字動作を停止し、ＬＥＤを点滅させて残りの
 データを捨ててコマンド待ち状態となります。

・指定したフォーム番号のフォームが登録されていない場合はシンタックスエラーとなりま
す。

・フォーム番号が０１Ｈ～１４Ｈ以外の場合はデータ印字コマンドは捨てられます。

・発行枚数が０１Ｈ～ＦＦＨ以外の場合、シンタックスエラーとなります。

・複数枚印字中にバッテリーの残量が減ってくると１枚ごと停止（Max.３秒）しながらの発行
となることがあります。
 
・自動送信のステータス（ＲＳ２３２Ｃ）                                              
           
     プリンタはステータス応答有りに指定されていると、発行終了後にプリンタの状態
　    やバッテリ状態を送信します。

        　　　 送信するデータ(5ﾊﾞｲﾄ固定) 
STX ﾌﾟﾘﾝﾀID ﾌﾟﾘﾝﾀ状態 ﾊﾞｯﾃﾘ状態
02H xxH xxH    xxH    xxH

     　　 プリンタＩＤ･････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸデータ(High･Lowの順)

          プリンタ状態･････プリンタの状態を1ﾊﾞｲﾄのデータで示します
       　                    ０２Ｈ : ｺﾏﾝﾄﾞのｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ 
         　                  ０３Ｈ : ﾌｨｰﾄﾞｼﾞｬﾑ 
           　                ０４Ｈ : ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ 
             　              ０５Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ 
               　            ０６Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ断線ｴﾗｰ 
                             ０７Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ異常高温 
                 　          ０８Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMへの書き込みｴﾗｰ
                   　        ０９Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMの消去ｴﾗｰ 
                       　    ０ＡＨ : ﾛｰﾊﾞｯﾃﾘｰ(印字不能状態) 
                             ０ＣＨ : 通信エラー（ﾊﾟﾘﾃｨｰ･ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ･ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ）

     ０ＤＨ： 正常終了＋ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ
 １０Ｈ : 正常発行終了

            バッテリ状態･････バッテリの充電状態を５段階で示します
                    　       ０１Ｈ : 7.2V以下　（印字不能）
                      　     ０２Ｈ : 7.3V～7.4V（印字可能残枚数が約　２０枚以下）
                             ０３Ｈ : 7.5V～7.7V（印字可能残枚数が約　２０～１００枚）
                             ０４Ｈ : 7.8V～7.9V（印字可能残枚数が約１００～２００枚）
                        　   ０５Ｈ : 8.0V以上　（印字可能残枚数が約２００枚以上）

※ 印字可能残枚数はあくまでも目安であり、印字内容・周囲環境に
　 よって上下することがあります。
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       ・漢字コード
         　漢字コードはシフトＪＩＳ、及びＪＩＳ８の混在が可能です。
            ※20H～7FH,A0H～DFHならば半角文字（英数カナ）。それ以外ならばシフトＪＩＳ
　　　　　 　 コードとみなします。
　　　　　　①漢字　【東京】
                    [93H][8CH][8BH][9EH] 
                    [93H][8CH][8BH][9EH] 
                        東　　　　京

            ②漢字＋半角　【東ABC京DEF】 
                 　 [93H][8CH][41H][42H][43H][8BH][9EH][44H][45H][46H] 
                 　 [93H][8CH][41H][42H][43H][8BH][9EH][44H][45H][46H] 
                        東　　　A　　B　　C　　　京      D　　E　　F

            ③半角　【123ｱｲｳ】 
                    [31H][32H][33H][B1H][B2H][B3H] 
                    [31H][32H][33H][B1H][B2H][B3H] 
                      1　　2    3    ｱ    ｲ    ｳ

     　・パックドＢＣＤデータの定義 

         文　字　列         バ ー コ ー ド
    コード   標準  ボルド  価格１

 価格２
 JAN8/13
 ITF

  ＮＷ７  CODE39

0000(0)～1001(9) "0"～"9" "0"～"9" "0"～"9" "0"～"9" "0"～"9" "0"～"9"
    1010 (A)    "￥"    "－"   "￥"   "ａ"   "＊"
    1011 (B)    "－"   "円"   "ｂ"   "－"
    1100 (C)    "，"   "，"   "ｃ"   "．"
    1101 (D)    "　"    "  "   "  "   "ｄ"   "　"    

     1110 (E)   予約   予約   予約   予約
    1111 (F)   予約   予約   予約   予約

Ｅ(H)、Ｆ(H)は拡張用として予約されています。

    例題：バーコードデータ ＝ "ａ１２３４５６７８９０ｄ" 

                   A1 　23   45   67   89   0D (H)
                  ａ１ ２３ ４５ ６７ ８９ ０ｄ 
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6.2.17 モード切り換えコマンド　[ESC]Ｍ

機能   ラベル発行モードとレシート発行モードの切り換えを行います。

書式   [ESC]M;a[LF][NUL]

用語   a : プリントモード指定
               ０：ラベル発行モード
         　　　１：レシート発行モード

解説   (１)プリントモード指定はメモリーにバックアップされます。(電源OFFでも保持されま
す)

         (２)工場出荷時は"ラベル発行モード"となっています。

         (３)プリントモードの切り換えを行うと、自動的にセンサー指定も切り替わります。
                 ラベル発行モード           : バックアップされている前回のセンサー指定
                 レシート発行モード　　　　 : センサーなし

(４) "レシート発行モード"に設定されている時は、カバークローズ時の初期フィードは
     行いません。
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6.2.18 コマンド使用例

用紙送り方向

Y

０ X

７７７７１１１１－－－－５５５５７７７７
カシオ計算機

02

03

01

00

003

ｄ７１２１１１１１１５１１２３ｄ

[ESC]XO;01,1[LF][NUL]                                            :ﾌｫｰﾑ登録開始の宣言  
[ESC]D0430,0480,0330[LF][NUL]                                    :ﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞ設定 
[ESC]AY;+02,1[LF][NUL]                                           :印字濃度微調 
[ESC]XB00;0010,0000,4,1,02,02,05,05,02,0,0130,1,16,2,0[LF][NUL]  :ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.00のﾌｫｰﾏｯﾄ 
[ESC]PC01;0022,0290,2,2,B,00,B,00,2,0,P0[LF][NUL]                :ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.01のﾌｫｰﾏｯﾄ 
[ESC]PC02;0420,0290,2,2,A,00,B,00,2,0,P0[LF][NUL]  　            :ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.02のﾌｫｰﾏｯﾄ 
[ESC]PC03;0010,0325,2,2,C,00,B,14,1,0,P0[LF][NUL]                :ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.03のﾌｫｰﾏｯﾄ 
[ESC]XP[LF][NUL]                                                 :ﾌｫｰﾑ登録終了の宣言  

 

                                                                 :描画および発行 

X 01H 00H 03H D7H12H11H11H11H51H12H3DH 71HA5H7FH 00H3FH 

                                    83H4AH83H56H83H49H8CH76H8EH5AH8BH40H  

ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.02のﾃﾞｰﾀ(003)+区切りｺｰﾄﾞ

ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.01のﾃﾞｰﾀ(71-57)+区切りｺｰﾄﾞ

ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.00のﾃﾞｰﾀ(d71211111151123d)+区切りｺｰﾄﾞ

発行枚数(3枚)

透過センサー指定、ステータス応答なし

ﾌｫｰﾑ番号（1番）

ﾌｨｰﾙﾄﾞNo.03のﾃﾞｰﾀ(カシオ計算機)
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6.3 レシート発行モード

6.3.1　コマンド概要

        (１)インターフェースコマンド形態

ＥＳＣ
(1BH)

　　コマンド

 ＧＳ
(1DH)

　　コマンド

        (２)リファレンスの見方

機能   コマンド機能の概略を示します。

書式   コマンドの書式を示します。
                       書式指定方法は次の規則に従います。
                         ・ｎはパラメータ項目を示します。
                         ・［　］や＜ ＞は記述用の記号です。実際に送信しないで下さい。
                         ・その他の記号は、必ず指定の位置で送信して下さい。

用語   書式中で用いる用語の説明を示します。

初期値 パラメータの初期値（電源投入時やレシート発行モード切り換え時の初
                     期値）を示します。

解説   コマンドの詳細説明を示します。

参照   関連するコマンドを示します。

6.3.2　レシート発行モードコマンド一覧表

           コ マ ン ド 名 ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ
 改行量設定コマンド  [ESC]3
 印字位置揃えコマンド  [ESC]a
 文字倍率指定コマンド  [ESC]!
 バーコード印字指定コマンド  [GS]k
 バーコード横サイズ指定コマンド  [GS]w
 バーコード高さ指定コマンド  [GS]h
 バー下数字指定コマンド  [GS]H
 グラフィック印字指定コマンド  [GS]/
 印字改行コマンド  [LF]
 ステータス要求コマンド  [ESC]v
 ステータス要求コマンド  [ESC]FM
 モード切り換えコマンド  [ESC]M
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6.3.3  レシート発行での注意事項

(１)  ホスト側は、印字させるために基本的に印字データと印字改行コマンドを送信する
 必要があります。これら以外のコマンドについては必要に応じて送信して下さい。

(２)  印字データは漢字文字に限定されます。ただし、シフトＪＩＳコードによる全角(漢
      字)とＪＩＳ８コードによる半角(英数カナ)は混在させて送信することができます。
      20H～7FH,A0H～DFHならば半角文字(英数カナ)、それ以外ならば全角漢字とみなしま
      す。

　　　　　　　　・漢字　【東京】
          　　      [93H][8CH][8BH][9EH]
          　　      [93H][8CH][8BH][9EH] 
                　       東　　　　京

          　　　・漢字＋半角　【東ABC京DEF】                   
                 　 [93H][8CH][41H][42H][43H][8BH][9EH][44H][45H][46H]
                 　 [93H][8CH][41H][42H][43H][8BH][9EH][44H][45H][46H]
                        東　　　A　　B　　C　　　京      D　　E　　F

          　　  ・半角　【123ｱｲｳ】
                    [31H][32H][33H][B1H][B2H][B3H]
                    [31H][32H][33H][B1H][B2H][B3H] 
                      1　　2    3    ｱ    ｲ    ｳ

(３)  レシート発行モード中は、印字濃度微調およびグラフィックデータや外字データの
     登録ができないため、印字濃度微調およびグラフィックデータ登録や外字データ登
     録を行う場合、１度ラベル発行モードにモードを切り換えてから行って下さい。

         (４) 再発行ボタン
           　 レシート発行モードで動作しているときは再発行ボタンを押しても再発行せずに
              ２０ｍｍフィードを行います。レシート発行後、ティアバーにてカットする場合
              などは、再発行ボタンにてフィードしてカットすることができます。

         (５) エラー処理
              プリンタはレシート発行中にエラーが発生するとＬＥＤを点滅させ、それまでに受
              信したすべてのデータを捨ててコマンド待ち状態となりますので、エラーが発生し
              た場合には、エラー解除後に印字データやコマンドを送信し直して下さい。
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6.3.4  改行量設定コマンド　[ESC]3

機能 　ＬＦコマンドで改行するときの改行量（ドット数）の設定を行います。

書式 　[ESC]3n

用語 　n : 改行量（１バイト）
  　         　  ００Ｈ～ＦＦＨ（０～２５５ドット）

初期値 n : １ＥＨ（３０ドット）

解説   (1)電源投入時やレシート発行モードに入ったときの初期値は３０ドットです。

(2) 指定された改行幅が次の行の文字やバーコードなどの高さ＋６ドットよりも大き
 い場合は、指定された改行幅で改行します。

(3) 指定された改行幅が次の行の文字やバーコードなどの高さ＋６ドットよりも小
 さい場合は指定された改行幅は無視され、印字される文字やバーコードなどの
 高さで改行します。

用紙送り方向

     初期値 30ﾄﾞｯﾄ

ＡＢＣ ←ABC [LF]

カシオ計算機（株） ←カシオ計算機（株） [LF]

設定値より印字高さが
高い場合、これにあわ
せて改行します

   ＊ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ＊
←[GS]k3*87654321*[NUL][LF]

１２３４５６７８９０ ←1234567890[LF]

 静岡県 ←静岡県[LF]

１２３ＡＢＣ ←123 [ESC]!<30H> ABC [LF]

 
   有効印字幅(ヘッド幅)

                  
     　　 レシート幅

参照 印字改行コマンド（[LF])
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6.3.5  印字位置揃えコマンド　[ESC]a

機能 　印字を行の左寄せ、中央寄せ、右寄せのいずれかに揃えます。

書式 　[ESC]an

用語 　n : 位置揃え指定
　         　  ０：左寄せ
　　　　　　　　 １：中央寄せ
                 ２：右寄せ

初期値 n : ０（左寄せ）

解説   (1)“n”の値が範囲外の場合コマンドエラーとなります。

　(2)本コマンドはコマンド受信後に印字する全行に対して有効です。

用紙送り方向

     　 　 左寄せ ＡＢＣ ←ABC [LF]
          (初期値)

あいうえお ←あいうえお [LF]

          中央寄せ       　   ＡＢＣ ←[ESC]a1 ABC [LF]

   ０ ４ ５ ８４ ９ ４ ０
←[GS]k04940045[NUL][LF]

           右寄せ                     ＡＢＣ ←[ESC]a2 ABC [LF]

      １２３４５６７８９０ 
←1234567890 [LF]

 
   有効印字幅(ヘッド幅)

                  
     　　 レシート幅
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6.3.6  文字倍率指定コマンド　[ESC]!

機能 　印字する文字の倍率を指定します。

書式 　[ESC]!n

用語 　n : 文字の倍率（１バイト）

　　　　　　　 ００Ｈ : 横１倍×縦１倍 ５０Ｈ : 横３倍×縦２倍
  　         　 １０Ｈ : 横１倍×縦２倍 ６０Ｈ : 横３倍×縦３倍

　　　 ２０Ｈ : 横２倍×縦１倍 ７０Ｈ : 横３倍×縦４倍
　　 　３０Ｈ : 横２倍×縦２倍 ８０Ｈ : 横４倍×縦３倍
　　 　４０Ｈ : 横２倍×縦３倍 ９０Ｈ : 横４倍×縦４倍

初期値 n : ００Ｈ（横１倍×縦１倍）

解説   (1)“n”の値が範囲外の場合コマンドエラーとなります。

           (2)本コマンド受信後は再び文字倍率指定コマンドで設定が変更されるまで改行や
　　　　　　　印字にかかわらず継続して有効となります。

用紙送り方向

ＡＢＡＢＡＢＡＢ ←AB [ESC]!<10H> AB [ESC]!<20H> AB
  [ESC]!<30H> AB [LF]

  

 
   有効印字幅(ヘッド幅)

                
     　　 レシート幅

１×１倍(初期値)

１×２倍
２×１倍

２×２倍
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6.3.7  バーコード印字指定コマンド　[GS]k

機能 　指定されたバーコードを印字します。

書式 　[GS]kn<bar data>[NUL]

用語 　n : バーコードの種類
　　　 ０： ＪＡＮ８

　　　　　　　 ２： インターリーブド２of５
　　　 ３： ＣＯＤＥ３９
　　 　４： ＮＷ７
　　 　５： ＪＡＮ１３

           <bar data> : バーコードデータ

解説   (1)“n”の値が範囲外の場合コマンドエラーとなります。

           (2)ＪＡＮ８、ＪＡＮ１３の時はチェックデジットを自動付加します。

(3) コード３９、ＮＷ７、ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ２of５の時はチェックデジットは付加しません。
    また､コード３９、ＮＷ７はスタート／ストップコードも付加しないのでＨ／Ｔに
    てデータに付加して送信して下さい。

用紙送り方向

ＡＢＣ ←ABC [LF]

 ＊ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ＊
←[GS]k3*87654321*[NUL] [LF]

 ０ ４ ５ ８４ ９ ４ ０
←[GS]k04940045[NUL] [LF]

  有効印字幅(ヘッド幅)

                
    　　 レシート幅

参照 バーコード横サイズ指定コマンド（[GS]w)
         バーコード高さ指定コマンド([GS]h)
         バー下数字印字指定コマンド([GS]H)



- 59 -

6.3.8  バーコード横サイズ指定コマンド　[GS]w

機能 　バーコード横サイズを設定します。

書式 　[GS]wn

用語 　n : バーコードの横方向のサイズ（１バイト）

　　　 　０２Ｈ～０５Ｈ

初期値 n : ０２Ｈ

解説   (1)“n”の値が範囲外の場合コマンドエラーとなります。

           (2)本コマンドで指定する横方向のサイズは以下の通りです。（1ﾄﾞｯﾄ＝1/8mm）

              【ＪＡＮ８、ＪＡＮ１３の場合】
  ｎ １モジュール ２モジュール ３モジュール ４モジュール

 ﾊﾞｰ ｽﾍﾟｰｽ  ﾊﾞｰ ｽﾍﾟｰｽ  ﾊﾞｰ ｽﾍﾟｰｽ  ﾊﾞｰ ｽﾍﾟｰｽ
０２Ｈ  　　２  　  ４ 　   ６      ８
０３Ｈ   　 ３    　６   　 ９     １２

                                                                     （単位:ﾄﾞｯﾄ）
              【ＮＷ７、ＣＯＤＥ３９、ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ２of５の場合】

  ｎ 　　 細 　   太    ｷｬﾗｸﾀ間
 ﾊﾞｰ ｽﾍﾟｰｽ  ﾊﾞｰ ｽﾍﾟｰｽ     ｽﾍﾟｰｽ

０２Ｈ   ２   ２   ５   ５      ２
０３Ｈ   ２   ２   ６   ６      ２
０４Ｈ   ３   ３   ８   ８      ３
０５Ｈ   ３   ３   ９   ９      ３

                                                        (単位:ﾄﾞｯﾄ)
＊ ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ２of５にはｷｬﾗｸﾀ間ｽﾍﾟｰｽは存在しません。

参照 バーコード印字指定コマンド（[GS]k)
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6.3.9  バーコード高さ指定コマンド　[GS]h

機能 　バーコード高さを設定します。

書式 　[GS]hn

用語 　n : バーコードの高さ（１バイト）

　　　 　０１Ｈ～ＦＦＨ（１～２５５ドット）

初期値 n : ６８Ｈ（１０４ドット）

解説   (1)“n”の値が範囲外の場合コマンドエラーとなります。

用紙送り方向

     32ﾄﾞｯﾄ

 ＊ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ＊

←[GS]h<20H>[GS]k3*87654321*[NUL][LF]

     64ﾄﾞｯﾄ

 ＊ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ＊

←[GS]h<40H>[GS]k3*87654321*[NUL][LF]

     96ﾄﾞｯﾄ

 ＊ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ＊
←[GS]h<60H>[GS]k3*87654321*[NUL][LF]

 
  有効印字幅(ヘッド幅)

               
    　　 レシート幅

参照 バーコード印字指定コマンド（[GS]k)
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6.3.10 バー下数字指定コマンド　[GS]Hn

機能 　バー下数字の設定をします。

書式 　[GS]Hn

用語 　n : バー下数字印字指定
               ０：バー下数字無し
               １：バー下数字有り（ＪＡＮ系ガードバー有り）

　　　 ２：バー下数字有り（ＪＡＮ系ガードバー無し）

初期値 n : １（バー下数字有り（ＪＡＮ系ガードバー有り））

解説   (1)“n”の値が範囲外の場合コマンドエラーとなります。

(2) ＮＷ７、ＣＯＤＥ３９、ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ２of５の場合、ｎ＝１でもｎ＝２でも同じ
    結果となります。

           (3)ガードバーの長さは１６ドット（２ｍｍ）固定です。

 ←[GS]H0 [GS]k04940045[NUL][LF]

 ０ ４ ５ ８４ ９ ４ ０
←[GS]H1 [GS]k04940045[NUL][LF]

 

 ０ ４ ５ ８４ ９ ４ ０

←[GS]H2 [GS]k04940045[NUL][LF]

 
  有効印字幅(ヘッド幅)

                
    　　 レシート幅

参照 バーコード印字指定コマンド（[GS]k)
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6.3.11  グラフィック印字指定コマンド　[GS]/

機能 　プリンタに登録されているグラフィックデータを印字します。

書式 　[GS]/n

用語 　n : １（固定値）

解説   (1)“n”の値が範囲外の場合コマンドエラーとなります。

(2) グラフィックデータが登録されていない場合このコマンドは無視されます。

(3) グラフィックの登録（[ESC]SG）はラベル発行モードに切り換え（[ESC]M）てから
    行って下さい。

用紙送り方向

ＡＢＣ                 ＤＥＦ ←ABC [GS]/1 DEF [LF]

                ＧＨＩＪＫ ←[GS]/1 GHIJK [LF]

 
   有効印字幅(ヘッド幅)

                  
     　　 レシート幅

参照 グラフィック登録コマンド（[ESC]SG)
  モード切り換えコマンド（[ESC]M)

   ｸﾞﾗﾌｨｯｸ

   ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
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6.3.12  印字改行コマンド　[LF]

機能 　受信済みのデータを印字して改行動作を行います。

書式 　[LF]

解説   (1)印字データ無しで印字改行コマンドを受信した場合には、設定されている改行幅
      分の改行動作のみを行います。

(2) レシート発行モード時はセンサー無しで動作します。

(3) プリンタは自動的に改行動作を行わないので、必ず１行に入りきれるデータ数毎
 に印字改行コマンドを送信して下さい。１行に入りきれない文字数のデータを受信
 した場合、文字が回り込み印字がくずれます。

用紙送り方向

ＡＢＣ ←ABC [LF]

←[LF]

ＡＢＣ ←[ESC]!<30H> ABC [LF]

←[LF]

←[LF]

   ＊ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ＊
←[GS]k3*87654321*[NUL][LF]

←[LF]

 
   有効印字幅(ヘッド幅)

                  
     　　 レシート幅

参照 改行量設定コマンド（[ESC]3)
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6.3.13　ステータス要求コマンド　[ESC]v   、[ESC]FM

機能   プリンタ状態、バッテリー状態等をホストに返すよう要求します。

書式   [ESC]v   または、  [ESC]FM[LF][NUL]

解説   プリンタはこのコマンドを受け取るとプリンタの状態、バッテリ状態等をホストに
           送信します。

  ・ＩｒＤＡの場合  送信するデータ（２７ﾊﾞｲﾄ固定）
STX ﾌﾟﾘﾝﾀID  各ﾌｫｰﾑのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号 ﾌﾟﾘﾝﾀ状態 ﾊﾞｯﾃﾘ状態   CRC
02H xxH xxH V01 V02 ･････････ V20    xxH    xxH xxH xxH

                       
  ・ＲＳ２３２Ｃの場合  送信するデータ（５ﾊﾞｲﾄ固定） 

STX 固定値 ﾌﾟﾘﾝﾀ状態 ﾊﾞｯﾃﾘ状態
02H 00H 00H    xxH    xxH

       　　　   プリンタＩＤ･････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸデータ(High･Lowの順)

        　　　  プリンタ状態･････プリンタの状態を1ﾊﾞｲﾄのデータで示します
                             ００Ｈ : 通常状態(ｱｲﾄﾞﾙ中)  
                             ０１Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ状態          
       　                    ０２Ｈ : ｺﾏﾝﾄﾞのｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ       
         　                  ０３Ｈ : ﾌｨｰﾄﾞｼﾞｬﾑ              
           　                ０４Ｈ : ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ               
             　              ０５Ｈ : ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ           
               　            ０６Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ断線ｴﾗｰ        
                             ０７Ｈ : ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ異常高温       
                 　          ０８Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMへの書き込みｴﾗｰ
                   　        ０９Ｈ : ﾌﾗｯｼｭROMの消去ｴﾗｰ      
                             ０ＡＨ : ﾛｰﾊﾞｯﾃﾘｰ(印字不能状態)
                             ０ＢＨ : ﾌﾟﾘﾝﾀ動作中
                             ０ＣＨ : 通信エラー（ﾊﾟﾘﾃｨｰ･ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ･ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ）

     ０ＤＨ： 正常終了＋ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ

        　　　  バッテリ状態･････バッテリの充電状態を５段階で示します
                    　       ０１Ｈ : 7.2V以下　（印字不能）
                      　     ０２Ｈ : 7.3V～7.4V（印字可能残枚数が約　　１～　２０枚）
                             ０３Ｈ : 7.5V～7.7V（印字可能残枚数が約　２０～１００枚）
                             ０４Ｈ : 7.8V～7.9V（印字可能残枚数が約１００～２００枚）
                        　   ０５Ｈ : 8.0V以上　（印字可能残枚数が約２００枚以上）   　

　　　　　　　　　　　　　※ 印字可能残枚数はあくまでも目安であり、印字内容・周囲環境に
                             より上下することがあります

        　　　  ＣＲＣ･･･････････２ﾊﾞｲﾄのＨＥＸﾃﾞｰﾀ(Low･Highの順)

RS232Cのみ
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6.3.14  モード切り換えコマンド　[ESC]M  

機能   ラベル発行モードとレシート発行モードを切り換えます。

書式   [ESC]M;n[LF][NUL]

用語   n : 設定するモード
                 ０：ラベル発行モード
                 １：レシート発行モード

解説   (1)設定されたモードはメモリへバックアップされます。(電源ＯＦＦでも保持されま
す)

(2) レシート発行モード中に再度レシート発行モードを指定すると現在設定されてい
 る改行量や文字倍率などの設定値が全て初期化されます。

           (3)工場出荷時には“ラベル発行モード”となっています。

           (4)プリンタはモード切り換え処理終了後に処理終了のステータス／ＡＣＫを送信しま
              す。
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6.3.15  コマンド使用例

                               用紙送り方向

ＡＢＣ ①改行量の設定と文字印字

　　　　　   ＡＢＣ ②文字の中央寄せ

ＡＢＣ              　    ＤＥＦ ③文字を左右への振り分け

④改行のみ

ＡＢＡＢＡＢＡＢ ⑤倍率の違う文字の混在

＊ ５ ４ ３ ２ １ ＊ ⑥バーコード印字

                ＧＨＩＪＫ ⑦グラフィックと文字の混在

     ０ ４ ５ ８４ ９ ４ ０ ⑧バーコード印字（中央寄せ）

    有効印字幅(ヘッド幅)

    　　 レシート幅

【プログラム例】

 ①PRINT #1,CHR$(&H1B);"3";CHR$(&H20);　　　　　     　   改行量設定(32ﾄﾞｯﾄ)
 　PRINT #1,"ABC";CHR$(&H0A);                             文字印字＋印字改行
 ②PRINT #1,CHR$(&H1B);"a1";"ABC";CHR$(&H0A);             印字位置揃え(中央)＋印字改行
 ③PRINT #1,CHR$(&H1B);"a0";"ABC";                        印字位置揃え(左)
   PRINT #1,CHR$(&H1B);"a2";"DEF";CHR$(&H0A);             印字位置揃え(右)＋印字改行
 ④PRINT #1,CHR$(&H0A);                                   印字改行 
 ⑤PRINT #1,CHR$(&H1B);"a0";　　　　　　　　              印字位置揃え(左)
 　PRINT #1,"AB";                                         文字印字(1×1倍)
   PRINT #1,CHR$(&H1B);"!";CHR$(&H10);"AB";               文字印字(1×2倍)
   PRINT #1,CHR$(&H1B);"!";CHR$(&H20);"AB";               文字印字(2×1倍)
   PRINT #1,CHR$(&H1B);"!";CHR$(&H30);"AB";               文字印字(2×2倍)
 　PRINT #1,CHR$(&H0A);                                   印字改行

                     （以下次ページへ続く）

   ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
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【プログラム例】     （前ページの続き）

 ⑥PRINT #1,CHR$(&H1D);"k3";"*54321*";CHR$(&H0);          ＣＯＤＥ３９印字
 　PRINT #1,CHR$(&H0A);                                   印字改行
⑦ PRINT #1,CHR$(&H1D);"/1";                              グラフィック印字
  PRINT #1,CHR$(&H1B);"!";CHR$(&H00);"GHIJK";CHR$(&H0A); 文字印字(1×1倍)＋印字改行
 ⑧PRINT #1,CHR$(&H1B);"a1";　　　　　　　　              印字位置揃え(中央)
 　PRINT #1,CHR$(&H1D);"h";CHR$(&H50);                    バーコード高さ設定(80ﾄﾞｯﾄ)
   PRINT #1,CHR$(&H1D);"k0";"4940045";CHR$(&H0);          ＪＡＮ８印字
 　PRINT #1,CHR$(&H0A);                                   印字改行
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７．エラー処理

    プリンタは下記のエラーを検出するとＬＥＤを点滅(0.1秒間ON､0.1秒間OFFの繰り返し)させ、
　　動作を停止して、Ｈ／Ｔからのコマンド待ち状態となります。
    また、エラー解除後に再発行キーを押しても残枚数分の発行は行わず、エラーになったラベル
    を１枚発行するだけなので、必要な枚数分再発行キーを押して発行させて下さい。

    (１) コマンドのシンタックスエラー 
         ①コマンド解析中にコマンド長やパラメータ指定等に誤りを発見した時エラーとします。
         ②データ印字コマンドで指定したフォーム番号のフォームが登録されていない時や、デ
           ータ印字コマンドで指定したフォームレングスと登録されているフォームレングスが
           合わない時はエラーとします。
    (２) フィードジャム
         　コマンドで指定されたラベルピッチの１．５倍フィードしてもギャップを検出し 
　　　　　 ない時はエラーとします。（ラベル発行モード時のみ） 

    (３) ラベルエンド 
　　　　 ①ラベルがない状態で発行・フィードしようとした時はエラーとします。
　　　　 ②台紙部のレベルを連続して１８ｍｍ検出した時はエラーとします。
         ③ラベルエンド検出レベルを連続して１ｍｍ検出した時はエラーとします。
 
    (４) カバーオープンエラー
         ①印字中あるいはフィード中にカバーオープンを連続して５ｍｍ検出した時はエラー 
         　とします。 
         ②カバーが開いている状態で印字しようとした時はエラーとします。

    (５) サーマルヘッド断線エラー 
         ①電源ＯＮ時あるいはカバークローズ時の断線チェックで断線ドットを検出した時
　　　  　 はエラーとします。
         ②サーマルヘッドドライバーにエラーが発生した時はエラーとします。

    (６) サーマルヘッド異常高温 
           サーミスタが高温を検出した時はエラーとします。
 
    (７) フラッシュＲＯＭへの書き込みエラー
           フラッシュＲＯＭへの書き込みでエラーが発生した時はエラーとします。
 
    (８) フラッシュＲＯＭの消去エラー 
           フラッシュＲＯＭの初期化(消去)でエラーが発生した時はエラーとします。
 
    バッテリ残量がなくなり、印字が不可能になった場合は、ＬＥＤが点灯します。
    未定義命令実行エラーが発生した場合には、自動的にプリンタをリセットします。
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      状　態 ＬＥＤ表示

ｽﾃｰﾀｽ要求

ｺﾏﾝﾄﾞでの

ｽﾃｰﾀｽ

自動送信

ｽﾃｰﾀｽ

ｴﾗｰ中の

ｺﾏﾝﾄﾞ受信

後ｽﾃｰﾀｽ

 LED消灯条件  ｴﾗｰ解除条件

RS232C IrDA RS232C IrDA RS232C IrDA RS232C IrDA

電源投入時 約１秒点灯

した後消灯

通常状態

(ｱｲﾄﾞﾙ中)

消灯  ００Ｈ

ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ状態 消灯  ０１Ｈ ０１Ｈ

ｺﾏﾝﾄﾞのｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰ  ０２Ｈ  ０２Ｈ

ﾌｨｰﾄﾞｼﾞｬﾑ  ０３Ｈ  ０３Ｈ

ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ  ０４Ｈ  ０４Ｈ

ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝｴﾗｰ  ０５Ｈ  ０５Ｈ

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

省電力ﾓｰﾄﾞ中

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

省電力ﾓｰﾄﾞ中

ｽﾃｰﾀｽ送信後の

EOT受信

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

ｽﾃｰﾀｽ送信後の

EOT受信

ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ断線ｴﾗｰ  ０６Ｈ  ０６Ｈ 省電力ﾓｰﾄﾞ中 省電力ﾓｰﾄﾞ中 電源OFF

ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ交換

電源OFF

ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ交換

ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ異常高温  ０７Ｈ  ０７Ｈ

ﾌﾗｯｼｭROMへの

書き込みｴﾗｰ

 ０８Ｈ  ０８Ｈ

ﾌﾗｯｼｭROMの消去ｴﾗｰ

点滅

0.1秒ON

0.1秒OFF

の繰り返し

 ０９Ｈ  ０９Ｈ

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

省電力ﾓｰﾄﾞ中

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

省電力ﾓｰﾄﾞ中

ｽﾃｰﾀｽ送信後の

EOT受信

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

ｽﾃｰﾀｽ送信後の

EOT受信

ﾛｰﾊﾞｯﾃﾘｰ 点灯  ０ＡＨ  ０ＡＨ 省電力ﾓｰﾄﾞ中 省電力ﾓｰﾄﾞ中 ﾊﾞｯﾃﾘ充電 ﾊﾞｯﾃﾘ充電

動作中 消灯  ０ＢＨ

通信エラー ０ＣＨ ０ＣＨ

 正常発行

＋ﾗﾍﾞﾙｴﾝﾄﾞ

点滅

0.1秒ON

0.1秒OFF

の繰り返し
 ０ＤＨ  ０ＤＨ

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

省電力ﾓｰﾄﾞ中

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

省電力ﾓｰﾄﾞ中

ｽﾃｰﾀｽ送信後の

EOT受信

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

ｶﾊﾞｰｸﾛｰｽﾞ

ｽﾃｰﾀｽ送信後の

EOT受信

※ 上記状態により点滅したＬＥＤは以下の条件のいずれかにより消灯します。

・ プリンタカバークローズ時(エラー状態解除)
・ ＩｒＤＡ Ｉ／Ｆでのステータス送信後ＥＯＴ受信時
・ プリンタが省電力モードに入った時(エラー状態は継続するため省電力モードが解除さ
　れると再びＬＥＤは点滅します)

   ローバッテリーの場合は省電力モードに入るか電源ＯＦＦするまでＬＥＤは点灯します。
   状態が変化した場合、ステータスは最新に発生した状態のステータスとなります。
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８．ステータス印字       

再発行用ボタンを押しながら電源をＯＮするとプリンタのステータスを印字し、ステータス
印字の終了後再発行用ボタンを押すごとに斜めパターンを印字します。
ステータス印字後は＋５ＶＢおよび透過／反射センサ、剥離／連続切換えセンサがＯＮ状態
となります。（組立工程、保守点検でのセンサ調整用）
ステータス印字後、ＩｒＤＡにてデータ発行コマンドを送信した場合、プリンタＩＤ、ＣＲＣ
共に正しいデータをプリンタが受信するとＬＥＤを３秒間点灯させます。ただし、ＣＲＣは
合っているがプリンタＩＤが異なっている場合はＬＥＤを３秒間点滅させます。

    印字する内容
      ・プリンタのソフトウェアの図番
      ・プリンタのソフトウェアのバージョン
      ・プリンタのソフトウェア・漢字のチェックサム
      ・プリンタＩＤ
      ・各フォームのバージョン番号
      ・ＳＲＡＭ容量
      ・センサステータス
      ・電池の充電状態
      ・印字濃度微調値
      ・印字位置微調値
　　　・剥離センサースレッショルド値

・ 断線チェック結果
・ 漢字テスト印字
・ ヘッド出力分割
・ 発行モード
・ 斜めパターン 

      印字例 
１枚目 ２枚目

PRG   FMRM0000123 V1.0A 2A00
ﾁｪｯｸｻﾑ
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌﾟﾘﾝﾀのｿﾌﾄｳｪｱ図番

       (5412) (7E00)
ﾌﾞｰﾄｴﾘｱのﾁｪｯｸｻﾑ
漢字ｴﾘｱのﾁｪｯｸｻﾑ

ID    01234 ID

 PRG   FMRM0000123 V1.0A 2A00
 ID    01234      (5412)(7E00)
 FORM  8315427090 2554300000
 SRAM  128KB
 SNSR  4.3V 1.2V 1.0V 2 +30ﾟC
 BATT  7.5V (LEVEL 3)
 TONE  +03      ENB   AUTO
 FEED  +3.0mm   MODE  LABEL
 PEEL  1.4V
 HEAD  NG         

4

4
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FORM 8315427090 2554300000
ﾌｫｰﾑNo.20のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.19のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.18のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.17のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.16のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.15のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.14のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.13のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.12のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.11のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.10のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.09のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.08のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.07のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.06のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.05のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.04のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.03のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.02のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
ﾌｫｰﾑNo.01のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

SRAM 128KB

SNSR 3.3V  2.4V  1.2V  2  +30℃
ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ温度ｾﾝｻｽﾃｰﾀｽ
  (-10℃～+70℃)
ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞﾗﾝｸ
  (0～3)
剥離／連続切換えｾﾝｻ
(0. 0～5.0V)
透過ｾﾝｻｽﾃｰﾀｽ
(0. 0～5.0V)
反射ｾﾝｻｽﾃｰﾀｽ
(0. 0～5.0V)

BATT 7.5V  (LEVEL 3)
ﾊﾞｯﾃﾘ充電状態5段階ﾚﾍﾞﾙ
1:7.2V以下  (印字不能)
2:7.3V～7.4V(印字可能枚数が約 20枚以下)
3:7.5V～7.7V(印字可能枚数が約 20～100枚)
4:7.8V～7.9V(印字可能枚数が約100～200枚)
5:8.0V以上  (印字可能枚数が約200枚以上)
ﾊﾞｯﾃﾘ残量

TONE +03 印字濃度微調

FEED +3.0mm 印字位置微調

PEEL 1.4V 剥離センサースレッショルド値

HEAD NG ﾍｯﾄﾞ断線ﾁｪｯｸ結果(OK:断線無し,NG:ﾍｯﾄﾞ断線)

カシオ   漢字テスト印字

ENB AUTO ﾍｯﾄﾞ出力分割(自動切換／2分割／3分割)

MODE LABEL 発行モード(ﾗﾍﾞﾙﾓｰﾄﾞ／ﾚｼｰﾄﾓｰﾄﾞ)
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９．再発行機能

      ラベル発行モードに設定されているときは、再発行用スイッチを押すことにより最後に印
字したラベルを再発行します。ただし、１枚も印字してない状態で再発行用スイッチを押し
た場合は１枚フィードします。

      剥離発行では、発行枚数指定は無視され、必ず１枚発行となるので、再発行キーにより必要
      な枚数だけ発行させます。
　　　エラー中はキー入力は無視するが、描画バッファの内容は次の印字データコマンドが来る
　　　までは保持されているので、エラー状態解除後再発行キーを１回押す毎に１枚ずつ再発行
　　　することができます。
      
　　　レシート発行モードに設定されているときは、再発行は行わず､再発行スイッチを押すごと
　　　に 20mmフィードします。

１０．省電力モード

      本プリンタは、消費電力を抑えるために約３秒間アイドル状態が続いたら省電力モードに入
      ります。エラー中(ﾛｰﾊﾞｯﾃﾘｰ含む)の場合は約３０秒で省電力モードに入りＬＥＤは滅灯され
      ます。
　　　省電力モードは以下の時に解除されます。
        ・ＩｒＤＡリンク確保
        ・ＲＳ２３２Ｃ通信開始
        ・カバーオープン／クローズ
        ・再発行ボタン押下

１１．自動ラベル頭出し

      カバーを閉めた時、ラベルをフィードし自動的に頭出しを行います。
      ただし、レシート発行モードに設定されている場合、およびセンサー指定無しで動作して
　　  いる場合はフィードしません。
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１２．文字コード表

標準文字     ボールド文字
  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0 1 2 3 4 5 6 7
0 SP 0 @ P ` p ｰ ﾀ ﾐ 0 SP 0
1 ! 1 A Q a q ｡ ｱ ﾁ ﾑ 1 1
2 “ 2 B R b r ｢ ｲ ﾂ ﾒ 2 2
3 # 3 C S c s ｣ ｳ ﾃ ﾓ 3 3
4 $ 4 D T d t ､ ｴ ﾄ ﾔ 4 4
5 % 5 E U e u ･ ｵ ﾅ ﾕ 5 5
6 & 6 F V f v ｦ ｶ ﾆ ﾖ 6 6
7 ‘ 7 G W g w ｧ ｷ ﾇ ﾗ 7 7
8 ( 8 H X h x ｨ ｸ ﾈ ﾘ 8 8
9 ) 9 I Y I y ｩ ｹ ﾉ ﾙ 9 9
A * : J Z j z ｪ ｺ ﾊ ﾚ A

B + ; K [ k { ｫ ｻ ﾋ ﾛ B

C , < L ¥ l | ｬ ｼ ﾌ ﾜ C

D - = M ] m } ｭ ｽ ﾍ ﾝ D -
E . > N ^ n ～ ｮ ｾ ﾎ ﾞ E

F / ? O _ o ｯ ｿ ﾏ ﾟ F

価格文字１／価格文字２
0 1 2 3 4 5 6 7

0 SP 0
1 1
2 2
3 3
4 $ 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
A

B

C , ¥
D -
E .
F 円
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１３．バーコードコード表

  ＮＷ－７ ＥＡＮ８，ＥＡＮ１３、ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ2of5
0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7

0 SP 0 0 0
1 1 A a 1 1
2 2 B b 2 2
3 3 C c 3 3
4 $ 4 D d t 4 4
5 5 e 5 5
6 6 6 6
7 7 7 7
8 8 8 8
9 9 9 9
A * : A
B + B
C C
D - D
E . n E
F / F

ＣＯＤＥ３９（スタンダード）
0 1 2 3 4 5 6 7

0 SP 0 P
1 1 A Q
2 2 B R
3 3 C S
4 $ 4 D T
5 % 5 E U
6 6 F V
7 7 G W
8 8 H X
9 9 I Y
A * J Z
B + K
C L
D - M
E . N
F / O
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ＤＴ－８１０ＰＲ解説書
平成１１年３月  Rev1.0発行 

カシオ計算機株式会社


